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戦
時
期
の
記
者
倶
楽
部
再
編
森
暢
平
は
じ
め
に
新
聞
社
、
通
信
社
の
記
者
に
よ
る
取
材
互
助
組
織
「
記
者
倶
楽
部
」
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
下
に
、
新
た
な
「
記
者
会
」
に
再
編
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
記
者
倶
楽
部
は
、
現
場
記
者
が
自
主
的
に
運
営
す
る
任
意
団
体
で
、
各
官
衙
に
複
数
存
在
す
る
こ
と
も
、
中
小
メ
デ
ィ
ア
や
雑
誌
社
の
記
者
が
加
盟
す
る
こ
と
も
あ
る
多
種
雑
多
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
主
に
中
央
官
庁
に
存
在
し
た
も
の
が
、
日
米
開
戦
翌
日
の
一
九
四
一
年
一
二
月
九
日
、
一
斉
に
廃
止
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
新
聞
連
盟
が
政
府
と
連
絡
の
う
え
、
一
官
衙
一
団
体
の
原
則
で
設
置
し
た
の
が
、
新
し
い
「
記
者
会
」
で
あ
る
。
政
府
・
軍
の
発
表
は
、
新
聞
連
盟
の
下
部
機
関
と
し
て
の
「
記
者
会
」
を
通
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
史
の
近
年
の
代
表
的
な
概
説
書
で
あ
る
佐
々
木
隆
の
『
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
』
は
、
取
材
の
相
互
規
制
、
排
他
性
、
施
設
の
無
料
使
用
な
ど
、
権
力
と
の
間
合
い
を
な
く
し
た
状
況
を
「
制
度
化
・
統
一
化
」
し
た
の
が
、
記
者
倶
楽
部
再
編
で
あ
る
と
し
た
（
１
）。
山
本
武
利
も
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
制
と
と
も
に
、
記
者
ク
ラ
ブ
は
権
力
側
の
報
道
宣
伝
機
関
に
組
み
込
ま
れ
（
２
）」
た
と
強
調
し
、
上
意
下
達
、
世
論
指
導
の
一
翼
を
担
っ
た
と
評
価
し
た
。
双
方
と
も
、
新
聞
側
の
「
翼
賛
」「
同
調
」「
共
犯
性
」
を
重
く
見
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
新
聞
協
会
が
一
九
六
八
年
に
ま
と
め
た
『
新
聞
の
取
材
』
に
は
、「
記
者
ク
ラ
ブ
も
、
完
全
に
そ
の
キ
バ
を
抜
か
れ
て
し
ま
い
（
略
）
国
家
総
動
員
法
に
よ
る
『
新
聞
事
業
令
』
が
出
る
と
、
統
制
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
、
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
い
よ
い
よ
17
受
難
時
代
に
は
い
る
（
３
）」
と
、
新
聞
側
の
被
害
者
性
を
強
調
す
る
。
同
協
会
が
二
〇
〇
二
年
に
改
定
し
た
「
記
者
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
日
本
新
聞
協
会
編
集
委
員
会
の
見
解
」
で
も
、「
記
者
ク
ラ
ブ
は
そ
の
後
、
第
二
次
大
戦
の
戦
時
統
制
下
で
残
念
な
が
ら
発
表
だ
け
を
報
ず
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
４
）」
と
書
か
れ
て
お
り
、「
弾
圧
」
に
よ
り
報
道
の
自
由
が
奪
わ
れ
た
と
す
る
見
方
が
、
新
聞
業
界
団
体
の
公
式
見
解
で
あ
る
。
た
だ
し
、
敗
戦
一
〇
年
前
後
に
は
、
倶
楽
部
再
編
の
プ
ラ
ス
の
側
面
を
、
日
本
新
聞
協
会
自
身
が
評
価
し
て
い
た
。
一
九
五
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
新
聞
協
会
十
年
史
』
は
、「
官
庁
に
く
い
こ
ん
で
い
た
街
の
ダ
ニ
と
も
い
う
べ
き
悪
徳
記
者
は
ま
っ
た
く
影
を
消
し
、
ま
た
ク
ラ
ブ
内
の
協
定
の
ほ
う
が
本
社
の
指
令
よ
り
強
力
で
あ
っ
た
と
い
う
弊
害
が
一
掃
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
い
業
蹟
で
あ
っ
た
（
５
）」
と
書
く
。
敗
戦
の
四
年
後
の
小
野
秀
雄
も
、
倶
楽
部
に
は
利
権
や
情
報
を
狙
っ
て
政
財
界
に
売
り
込
む
不
徳
漢
も
あ
り
、
記
者
の
教
養
、
人
格
も
一
様
で
な
く
、
戦
争
の
拡
大
で
「
機
密
洩
泄
防
止
の
上
か
ら
倶
楽
部
の
整
理
粛
正
が
期
待
」
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
い
る
。
小
野
は
、
倶
楽
部
再
編
は
「
期
せ
ず
し
て
倶
楽
部
の
大
粛
正
と
な
り
、
倶
楽
部
記
者
は
官
庁
の
信
頼
す
る
に
足
る
記
者
の
み
と
な
つ
た
」
と
総
括
す
る
（
６
）。
と
こ
ろ
で
、
メ
デ
ィ
ア
史
の
最
近
の
研
究
で
は
、「
翼
賛
」
と
「
弾
圧
」
の
一
方
に
偏
っ
た
見
方
よ
り
も
む
し
ろ
、
新
聞
と
政
府
・
軍
の
関
係
を
相
対
化
す
る
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
新
聞
社
統
合
に
つ
い
て
は
、
吉
田
則
昭
が
、
軍
と
政
府
の
権
力
性
と
、
生
き
残
り
を
か
け
た
新
聞
資
本
の
自
発
性
と
の
拮
抗
と
し
て
描
き
、
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
体
制
の
構
築
を
進
め
る
軍
部
・
官
僚
と
、
そ
れ
と
迎
合
、
対
立
し
な
が
ら
既
得
権
益
を
広
げ
よ
う
と
し
た
新
聞
資
本
の
、
二
つ
の
ア
ク
タ
ー
の
力
関
係
の
中
で
、
統
合
が
進
ん
だ
と
い
う
見
方
で
あ
る
（
７
）。
有
山
輝
雄
も
、
同
様
に
、
新
聞
の
公
益
性
、
裏
面
で
の
新
聞
社
の
私
益
操
作
と
い
う
二
重
の
論
理
の
中
で
メ
デ
ィ
ア
企
業
の
再
編
成
が
進
ん
だ
と
書
く
（
８
）。
し
か
し
、
軍
部
・
官
僚
と
新
聞
資
本
の
相
剋
、
あ
る
い
は
、
公
益
と
私
企
業
の
利
益
の
二
重
性
と
い
う
捕
ら
え
方
も
、
依
然
と
し
て
、
事
態
を
単
純
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
も
そ
も
「
軍
部
」
「
官
僚
」
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
し
、
政
府
か
ら
の
情
報
の
流
れ
を
集
中
し
よ
う
と
し
た
情
報
局
と
、
軍
や
他
の
省
庁
と
は
所
掌
権
限
を
め
ぐ
っ
て
軋
轢
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
報
道
機
関
側
で
も
、
大
手
中
央
紙
、『
同
盟
』、
ブ
ロ
ッ
ク
紙
、
地
方
紙
、
あ
る
い
は
、
中
小
通
信
社
の
利
害
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
現
場
記
者
た
ち
の
思
惑
も
加
わ
る
中
で
、
実
際
の
統
制
が
断
行
さ
れ
る
。
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「
軍
部
・
官
僚
」
と
「
新
聞
資
本
」
と
い
う
二
項
対
立
以
上
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
で
の
記
者
倶
楽
部
が
再
編
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
記
者
倶
楽
部
再
編
に
働
い
た
複
数
の
ア
ク
タ
ー
同
士
の
相
互
作
用
を
分
析
し
、
統
合
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
付
け
加
え
る
と
、
報
道
統
制
の
目
的
は
、
政
府
か
ら
国
民
へ
の
情
報
の
流
れ
を
、
政
府
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
程
度
に
ス
リ
ム
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
聞
社
統
合
や
検
閲
が
情
報
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
統
制
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
記
者
倶
楽
部
再
編
は
ニ
ュ
ー
ス
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
統
制
で
、
双
方
の
進
展
が
あ
っ
て
統
制
が
全
体
と
し
て
進
ん
だ
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
前
記
吉
田
、
中
園
裕
ら
の
研
究
が
進
ん
で
き
た
が
、
倶
楽
部
再
編
は
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。特
に
強
調
し
た
い
の
は
、
記
者
倶
楽
部
再
編
が
段
階
的
な
過
程
を
経
て
い
る
点
で
あ
る
。
日
米
開
戦
直
後
に
電
撃
的
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
目
が
行
く
あ
ま
り
、
当
局
に
よ
る
一
方
的
な
再
編
と
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
の
本
格
化
と
と
も
に
前
段
的
な
試
み
が
い
く
つ
か
あ
り
、
さ
ら
に
、
一
九
四
一
年
の
第
一
次
再
編
は
不
充
分
な
形
で
あ
っ
た
た
め
、
翌
年
、
第
二
次
再
編
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
紆
余
曲
折
を
見
直
す
こ
と
で
、
妥
協
や
拮
抗
の
中
で
の
再
編
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
本
論
は
四
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
は
、
日
中
戦
争
の
本
格
化
し
た
こ
ろ
の
記
者
倶
楽
部
の
あ
り
方
、
特
に
依
然
と
し
て
取
材
相
手
と
の
不
透
明
な
関
係
が
続
き
、
批
判
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る
。
第
二
、
三
章
が
、
倶
楽
部
再
編
を
各
ア
ク
タ
ー
間
の
力
関
係
の
中
で
考
え
る
。
第
二
章
が
一
九
三
九
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
の
前
段
的
な
試
み
の
検
証
で
あ
り
、
第
三
章
が
、
二
次
に
わ
た
る
再
編
の
分
析
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
四
章
で
は
、
記
者
会
誕
生
で
変
わ
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
変
わ
り
得
な
か
っ
た
も
の
は
何
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。第
一
章
記
者
倶
楽
部
へ
の
批
判
記
者
倶
楽
部
を
再
編
す
る
試
み
は
、
昭
和
初
期
に
も
あ
っ
た
。
拙
論
「
昭
和
戦
前
期
の
記
者
倶
楽
部
」
は
、
満
州
事
変
前
後
の
記
者
倶
楽
部
整
理
の
試
み
を
ま
と
め
た
が
、
結
果
的
に
、
現
場
記
者
の
抵
抗
で
倶
楽
部
統
合
は
実
現
し
な
か
っ
た
（
９
）。
当
時
、
新
聞
業
界
の
企
業
化
は
最
終
段
階
に
入
り
、
取
材
の
効
率
化
、
経
費
削
減
の
観
点
か
ら
、
記
者
倶
楽
部
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
社
員
解
雇
へ
の
反
対
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
記
者
倶
楽
部
の
「
自
主
権
」
が
、
経
営
者
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と
編
集
幹
部
の
目
の
敵
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
前
記
拙
論
は
、
倶
楽
部
の
弊
害
を
、
①
倶
楽
部
が
新
規
加
入
を
独
自
に
制
限
す
る
取
材
ア
ク
セ
ス
規
制
、
②
倶
楽
部
が
社
に
無
断
で
報
道
を
制
限
す
る
独
自
協
定
、
③
総
会
と
称
し
て
年
に
二
回
、
慰
安
旅
行
に
行
く
問
題
、
④
利
権
問
題
―
―
の
四
つ
の
論
点
に
整
理
し
た
。
し
か
し
、
新
聞
統
制
が
現
実
の
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
盧
溝
橋
事
件
以
降
に
な
る
と
、
論
点
は
大
き
く
変
わ
る
。
戦
争
の
進
展
と
と
も
に
新
聞
記
者
の
質
的
向
上
が
叫
ば
れ
、
新
聞
の
公
益
性
に
ふ
さ
わ
し
い
記
者
の
あ
り
方
と
実
態
の
乖
離
が
問
題
に
な
る
。
そ
し
て
、
依
然
と
し
て
記
者
の
「
利
権
」、
あ
る
い
は
「
役
得
」
の
巣
窟
で
あ
っ
た
記
者
倶
楽
部
の
実
態
が
繰
り
返
し
批
判
対
象
と
な
る
。
実
際
、
捜
査
当
局
が
、
摘
発
に
ま
で
踏
み
切
る
事
例
も
増
え
て
い
く
。
例
え
ば
、
一
九
三
八
年
三
〜
五
月
、
大
阪
米
穀
取
引
所
と
株
式
取
引
所
の
記
者
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
次
々
に
警
察
に
検
挙
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
。
米
穀
取
引
所
関
係
で
は
、
取
引
員
の
不
祥
事
に
つ
け
込
ん
で
恐
喝
し
、
金
を
巻
き
上
げ
た
容
疑
ら
し
い
。
株
式
取
引
所
で
は
、
あ
る
破
産
宣
告
者
が
株
式
で
利
益
を
上
げ
資
産
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
を
ネ
タ
に
、
や
は
り
恐
喝
を
働
い
た
よ
う
だ
。『
大
阪
毎
夕
』『
大
阪
日
日
』『
大
阪
今
日
』『
夕
刊
大
阪
』
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
紙
だ
け
で
な
く
、『
大
毎
』『
大
阪
時
事
』『
中
外
』『
都
』
な
ど
大
手
紙
を
含
め
、
計
一
〇
人
以
上
が
、
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
り
、
予
審
に
付
さ
れ
た
よ
う
だ
（
１０
）。
中
で
も
、『
大
阪
毎
夕
』
経
済
部
長
の
小
西
福
松
は
、『
統
制
下
の
非
常
時
米
界
（
１１
）』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
米
穀
取
引
担
当
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
り
、
同
じ
く
検
挙
さ
れ
た
『
大
毎
』
の
小
野
静
夫
は
、
経
済
部
の
最
古
参
記
者
で
あ
っ
た
（
１２
）。
一
九
四
〇
年
春
、
京
都
市
政
倶
楽
部
で
は
、
記
者
の
現
金
収
受
事
件
が
発
覚
し
た
。『
大
毎
』『
京
都
日
日
』『
京
都
日
出
』
な
ど
の
記
者
六
人
が
、
広
告
料
、
視
察
費
用
な
ど
の
名
目
で
、
市
当
局
か
ら
現
金
を
引
き
出
し
て
い
た
と
し
て
、
拘
束
さ
れ
た
。『
京
都
日
日
』
で
は
、
編
集
局
長
と
政
治
部
長
が
拘
束
さ
れ
、
当
時
の
市
村
慶
三
市
長
も
召
喚
さ
れ
る
な
ど
、
市
政
界
、
メ
デ
ィ
ア
界
に
衝
撃
を
与
え
た
（
１３
）。
目
を
東
京
に
転
じ
れ
ば
、
一
九
三
七
年
一
二
月
、
東
京
府
市
庁
の
「
自
治
研
究
会
」
で
、
麻
雀
賭
博
の
現
場
を
警
視
庁
に
摘
発
さ
れ
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
官
僚
か
ら
金
員
を
せ
し
め
、
倶
楽
部
を
除
名
さ
れ
た
『
東
京
毎
夕
』
の
記
者
が
逆
恨
み
し
て
、
賭
博
の
実
態
を
通
報
し
た
ら
し
い
（
１４
）。
司
直
の
手
が
入
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
三
九
年
五
月
、
農
林
省
の
「
農
政
記
者
会
」
で
、
有
馬
頼
寧
農
相
が
旗
を
振
っ
て
創
刊
し
た
広
報
誌
『
農
政
』
の
経
営
に
記
者
た
ち
が
か
か
わ
り
、
内
職
で
は
な
い
か
と
問
題
と
な
っ
た
。
特
に
『
読
売
』『
同
盟
』
の
記
者
が
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
農
政
協
会
の
常
務
理
事
に
就
任
し
、
広
告
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を
取
る
な
ど
し
て
「
月
々
の
収
入
は
本
社
の
月
収
以
上
だ
」
と
も
言
わ
れ
た
と
い
う
（
１５
）。
こ
う
し
た
記
者
倶
楽
部
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
言
説
で
語
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
現
代
新
聞
批
判
』
は
、
大
阪
の
米
穀
、
株
式
の
取
引
所
事
件
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
不
正
な
金
で
も
貰
は
な
け
れ
ば
や
つ
て
行
け
な
い
や
う
に
し
た
新
聞
社
の
責
任
も
当
然
問
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
。
大
新
聞
の
記
者
で
も
決
し
て
楽
な
生
活
を
し
て
ゐ
な
い
こ
と
は
チ
ヨ
ツ
ト
そ
の
内
部
に
入
つ
て
見
れ
ば
直
ぐ
に
分
る
こ
と
だ
。
ま
た
た
ち
の
悪
い
中
小
新
聞
社
に
な
る
と
、
月
給
は
御
覧
の
如
く
少
い
か
ら
、
不
足
の
分
は
よ
そ
か
ら
貰
つ
て
来
い
と
い
ふ
社
も
現
に
あ
つ
た
と
聞
い
て
ゐ
る
（
１６
）。
東
京
府
市
庁
担
当
記
者
に
つ
い
て
、『
新
聞
と
社
会
』
も
同
様
に
指
摘
し
て
い
る
。
市
会
や
府
会
或
は
市
当
局
の
首
の
す
げ
か
え
問
題
に
も
一
役
買
つ
て
出
る
か
ら
相
当
新
聞
社
の
月
給
以
上
の
収
入
が
懐
中
に
入
る
わ
け
だ
、
中
に
は
新
聞
社
に
は
仮
り
の
籍
だ
け
を
お
い
て
月
給
は
い
ら
ぬ
か
ら
市
役
所
受
け
も
ち
だ
け
に
し
て
呉
れ
…
…
と
い
ふ
素
晴
し
い
記
者
名
借
用
希
望
者
も
あ
る
と
い
ふ
（
１７
）
企
業
化
を
進
め
、
競
争
を
戦
う
新
聞
社
、
特
に
中
小
新
聞
社
は
、
記
者
の
待
遇
を
改
善
で
き
な
か
っ
た
。
出
先
の
記
者
倶
楽
部
は
取
材
経
費
を
節
約
す
る
手
段
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
記
者
の
「
役
得
」
で
給
料
の
安
さ
を
補
っ
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た
。
各
新
聞
社
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
放
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
か
ら
大
正
期
の
「
ユ
ス
リ
記
者
」「
ワ
イ
ロ
記
者
」
の
存
在
は
、
山
本
武
利
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
が
（
１８
）、
大
卒
記
者
が
増
加
し
、
記
者
の
資
質
が
向
上
し
た
は
ず
の
こ
の
時
代
に
も
、
同
様
な
実
態
が
残
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
中
戦
争
の
本
格
化
は
旧
弊
の
存
続
を
許
さ
な
か
っ
た
。
自
主
権
を
謳
歌
し
て
い
た
記
者
た
ち
の
自
由
は
、
時
局
を
わ
き
ま
え
な
い
悪
習
と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
新
聞
と
社
会
』
は
言
う
。
こ
れ
ま
で
の
記
者
倶
楽
部
は
、
何
ん
の
こ
と
は
な
い
新
聞
記
者
の
怠
け
場
所
で
あ
つ
た
。
碁
将
棋
の
集
会
所
の
観
が
あ
つ
た
ば
か
り
で
な
い
、
コ
リ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム
が
流
行
す
れ
ば
、
コ
リ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム
を
備
へ
つ
け
て
、
そ
れ
で
賭
博
を
や
り
、
麻
雀
が
は
や
れ
ば
、
麻
雀
賭
博
を
や
る
。
現
に
ま
だ
麻
雀
賭
博
を
や
め
ず
に
ゐ
る
倶
楽
部
も
あ
る
と
い
ふ
の
で
問
題
に
な
つ
て
ゐ
る
と
い
う
話
も
あ
る
（
１９
）。
こ
う
し
た
批
判
か
ら
生
ま
れ
る
の
は
、
記
者
倶
楽
部
改
革
へ
の
期
待
で
あ
る
。
大
阪
の
取
引
所
事
件
に
つ
い
て
、『
新
聞
と
社
会
』
は
「
大
阪
府
警
察
部
で
は
、
か
う
し
た
集
団
的
悪
に
対
し
て
、
飽
迄
も
21
追
究
し
新
聞
記
者
の
悪
弊
を
根
滅
す
る
方
針
を
捨
て
ず
」「
新
聞
界
は
さ
う
し
た
疾
風
的
な
検
挙
の
手
が
、
ど
こ
に
の
ば
さ
れ
て
く
る
か
わ
か
ら
ぬ
と
あ
つ
て
、
不
安
な
空
気
に
襲
は
れ
て
ゐ
る
」
と
、
戦
々
恐
々
と
す
る
新
聞
界
を
描
い
た
上
で
、「
大
阪
府
警
察
部
が
（
略
）
集
団
的
悪
に
対
す
る
徹
底
的
掃
滅
を
期
し
て
ゐ
る
」
と
悪
徳
記
者
粛
正
へ
の
期
待
を
に
じ
ま
せ
た
（
２０
）。
さ
ら
に
、
倶
楽
部
の
記
者
か
ら
外
国
メ
デ
ィ
ア
の
特
派
員
、
通
信
員
に
情
報
が
洩
れ
て
い
く
問
題
が
、
防
諜
の
観
点
か
ら
言
及
さ
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
関
連
し
、
難
波
功
士
は
宣
伝
、
防
諜
な
ど
の
手
本
と
な
っ
て
い
た
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
の
対
比
で
、
日
本
の
実
情
を
嘆
く
言
説
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
２１
）。
記
者
倶
楽
部
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
一
九
三
九
年
八
月
、
日
独
伊
の
同
盟
問
題
を
協
議
し
た
五
相
会
議
の
内
容
が
外
国
メ
デ
ィ
ア
に
洩
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。『
新
聞
之
新
聞
』
は
、「
外
国
通
信
員
間
で
語
つ
て
ゐ
る
処
を
聴
く
と
日
本
程
情
報
の
得
易
い
国
は
な
い
そ
う
だ
」
と
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
会
議
に
関
係
し
た
大
臣
が
日
本
新
聞
記
者
達
の
何
れ
か
が
洩
ら
さ
ね
ば
絶
対
に
此
の
内
容
は
外
国
通
信
員
達
に
知
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
か
言
つ
た
相
だ
（
略
）
国
民
、
特
に
報
道
の
仕
事
に
携
つ
て
ゐ
る
人
達
は
一
言
一
動
を
謹
し
ん
で
貰
ひ
た
い
（
２２
）
こ
う
し
て
旧
態
を
脱
し
な
い
記
者
倶
楽
部
は
非
難
の
対
象
と
な
り
、
「
当
局
と
し
て
は
新
聞
統
制
が
近
く
行
は
れ
る
の
に
鑑
み
、
か
ゝ
る
出
先
記
者
の
行
状
に
就
い
て
も
徹
底
的
検
討
を
加
へ
、
時
局
認
識
に
欠
け
た
る
も
の
は
容
赦
な
く
退
去
を
要
請
、
更
に
進
ん
で
倶
楽
部
の
閉
鎖
も
巳
む
な
し
と
肚
を
決
め
て
ゐ
る
様
で
一
部
に
は
倶
楽
部
無
用
、
同
盟
統
一
論
す
ら
台
頭
す
る
（
２３
）」
と
ま
で
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
新
聞
社
側
で
も
、
戦
争
の
本
格
化
に
よ
り
、
内
閣
、
外
務
省
、
陸
軍
、
海
軍
な
ど
の
主
要
官
衙
以
外
は
「
殆
ん
ど
ニ
ユ
ー
ス
と
い
ふ
ニ
ユ
ー
ス
も
な
く
（
略
）
各
倶
楽
部
共
暇
を
持
て
余
し
気
味
で
あ
る
の
に
反
し
本
社
は
何
れ
も
出
征
特
派
員
等
に
よ
り
手
不
足
を
訴
へ
て
（
２４
）」
い
る
実
情
が
問
題
視
さ
れ
る
。
記
者
倶
楽
部
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
広
く
共
有
さ
れ
、
倶
楽
部
再
編
は
、
官
界
、
新
聞
界
の
共
通
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
第
二
章
統
制
前
夜
（
一
九
三
九
〜
四
〇
年
）
１
、
陸
軍
記
者
倶
楽
部
の
閉
鎖
記
者
倶
楽
部
再
編
が
不
可
避
で
あ
る
と
い
う
言
説
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
、
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
出
来
事
が
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
22
二
月
の
「
陸
軍
省
記
者
倶
楽
部
」
の
閉
鎖
事
件
で
あ
る
。
直
接
の
発
端
は
、
陸
軍
省
情
報
部
が
同
月
七
日
夜
、
記
者
倶
楽
部
解
散
を
通
告
し
、
記
者
室
を
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
閉
鎖
し
た
こ
と
だ
。
問
題
は
、
前
年
暮
れ
の
『
東
朝
』
の
協
定
破
り
に
さ
か
の
ぼ
る
。
第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
が
総
辞
職
直
前
の
一
二
月
二
九
日
、
板
垣
征
四
郎
陸
相
は
、
杉
並
区
の
近
衛
邸
（
荻
外
荘
）
を
訪
問
、
約
四
時
間
に
わ
た
っ
て
会
談
を
続
け
た
。
中
国
政
策
の
行
き
詰
ま
り
感
な
ど
か
ら
政
権
を
投
げ
出
そ
う
と
し
て
い
た
首
相
に
対
し
、
そ
の
地
位
に
止
ま
る
よ
う
直
談
判
し
た
の
で
あ
る
。
邸
外
で
待
っ
て
い
た
記
者
団
に
対
し
、
陸
相
は
、
現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
ぶ
ら
下
が
り
取
材
」
に
応
じ
た
。「
陸
軍
省
記
者
倶
楽
部
」
は
、
こ
の
取
材
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
記
事
に
し
な
い
こ
と
を
協
定
し
た
ら
し
い
。
ぶ
ら
下
が
り
の
内
容
は
、
オ
フ
レ
コ
、
な
い
し
、
背
景
説
明
で
あ
り
、
直
接
引
用
が
で
き
な
い
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、『
東
朝
』
は
翌
朝
の
記
事
で
陸
相
談
話
を
一
三
行
引
用
す
る
。
内
閣
総
辞
職
の
直
前
の
焦
点
と
な
る
会
談
で
あ
る
。
政
変
の
予
兆
を
踏
み
込
ん
で
書
け
な
い
が
、
予
兆
を
ほ
の
め
か
さ
な
い
と
会
談
の
意
味
が
伝
わ
ら
な
い
。
各
社
は
内
容
を
工
夫
し
た
が
、『
東
朝
』
だ
け
が
談
話
を
掲
載
し
、
陸
相
が
、
首
相
留
任
を
強
く
要
請
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
た
。
も
と
も
と
『
東
朝
』
の
記
者
は
、
倶
楽
部
内
で
反
発
を
買
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
記
者
倶
楽
部
は
年
が
明
け
た
一
月
八
日
、『
東
朝
』
記
者
を
除
名
処
分
に
し
た
（
２５
）。陸
軍
省
情
報
部
は
、『
東
朝
』
に
同
情
的
で
、
倶
楽
部
側
に
厳
し
か
っ
た
。『
新
聞
と
社
会
』
に
よ
る
と
、
①
当
局
発
表
を
握
り
つ
ぶ
す
協
定
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
、
②
軍
の
動
き
な
ど
の
機
密
を
財
界
や
株
式
取
引
所
筋
に
流
し
て
小
遣
い
稼
ぎ
を
し
て
い
る
倶
楽
部
員
が
い
る
、
な
ど
の
理
由
で
、
情
報
部
は
倶
楽
部
の
実
情
に
手
を
焼
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
特
定
の
倶
楽
部
員
の
除
名
と
、
『
東
朝
』
記
者
の
復
帰
を
要
請
し
、
拒
否
さ
れ
る
と
即
時
に
解
散
を
命
じ
た
。
当
時
の
情
報
部
長
は
、
そ
の
四
年
半
前
、
い
わ
ゆ
る
陸
軍
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
に
か
か
わ
っ
た
「
革
新
派
」
の
清
水
盛
明
で
あ
る
。
倶
楽
部
側
は
、
決
議
文
を
挙
げ
て
こ
れ
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、「
新
聞
通
信
記
者
団
総
連
盟
（
２６
）」
に
訴
え
る
動
き
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
事
態
は
長
引
く
こ
と
な
く
解
決
す
る
。
軍
務
局
長
の
町
尻
量
基
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
二
日
後
の
二
月
九
日
夜
、
閉
鎖
は
解
除
さ
れ
た
。
一
連
の
動
き
は
、
陸
軍
が
組
織
を
挙
げ
て
の
統
制
と
い
う
よ
り
、
報
道
担
当
の
情
報
部
が
倶
楽
部
に
灸
を
据
え
る
意
味
合
い
が
大
き
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
件
が
新
聞
界
に
与
え
た
衝
撃
は
大
23
き
い
。
倶
楽
部
室
の
管
理
権
を
持
つ
当
局
が
、
倶
楽
部
自
治
の
既
得
権
を
無
視
し
、「
非
常
時
」「
国
家
総
力
戦
」
を
名
目
に
決
意
さ
え
す
れ
ば
、
倶
楽
部
の
閉
鎖
、
解
散
、
改
組
が
必
至
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
局
が
実
力
で
記
者
倶
楽
部
を
閉
鎖
し
た
の
は
、
一
九
一
八
年
の
外
務
省
に
お
け
る
「
霞
倶
楽
部
事
件
」
以
来
で
あ
る
（
２７
）。
ど
ち
ら
の
事
件
も
、
す
ぐ
に
閉
鎖
が
解
除
さ
れ
る
と
い
う
結
果
は
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
新
聞
の
自
由
が
守
ら
れ
た
」
と
〝
戦
果
〞
が
長
く
記
憶
さ
れ
る
霞
倶
楽
部
事
件
と
は
異
な
り
、
今
回
の
事
件
の
場
合
、
当
局
の
意
向
を
く
ん
だ
大
手
中
央
紙
の
編
集
幹
部
は
、
自
主
的
な
倶
楽
部
統
制
へ
の
動
き
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
東
京
新
聞
界
の
大
手
八
社
（『
東
朝
』『
東
日
』『
読
売
』『
国
民
』『
報
知
』『
中
外
』『
都
』
『
同
盟
』）
政
治
部
長
会
が
、
倶
楽
部
改
革
へ
と
動
き
出
す
。
例
え
ば
、
立
憲
政
友
会
の
「
山
下
倶
楽
部
」
で
は
、
一
九
三
九
年
四
月
の
段
階
で
、「
本
社
の
指
令
を
体
す
る
八
社
出
先
記
者
に
よ
つ
て
倶
楽
部
分
裂
が
運
動
さ
れ
（
略
）
中
央
、
毎
夕
、
二
六
、
自
由
通
信
の
四
社
（
約
八
名
）
と
袂
を
別
つ
こ
と
に
内
定
し
た
（
２８
）」。「
陸
軍
省
記
者
倶
楽
部
」
で
も
、
八
社
を
中
心
と
す
る
正
会
員
と
そ
の
他
の
準
会
員
を
区
別
し
、
正
会
員
だ
け
が
、
記
者
会
見
に
出
席
で
き
る
規
約
改
正
案
が
提
案
さ
れ
た
（
２９
）。
と
こ
ろ
が
、
八
社
の
現
場
記
者
の
中
に
は
、「
友
交
的
情
実
よ
り
し
て
他
社
を
容
易
に
除
外
し
得
ず
と
す
る
悩
み
（
３０
）」
が
あ
り
、
分
立
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。「
山
下
倶
楽
部
」
の
場
合
、
時
を
同
じ
く
し
て
正
統
派
、
革
新
派
の
政
友
会
分
裂
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
た
影
響
も
あ
る
。
正
統
派
寄
り
で
あ
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
た
「
山
下
倶
楽
部
」
の
記
者
た
ち
は
、「
報
道
の
足
並
み
を
揃
へ
る
必
要
上
」、
分
裂
に
は
踏
み
込
め
な
か
っ
た
（
３１
）。「
陸
軍
省
記
者
倶
楽
部
」
は
二
三
社
一
二
〇
人
余
り
が
加
盟
し
て
い
た
花
形
倶
楽
部
で
あ
っ
た
が
、
三
分
の
二
は
非
常
駐
会
員
で
あ
り
、
常
駐
す
る
余
力
の
な
い
地
方
紙
や
中
小
通
信
社
を
排
斥
す
る
の
が
規
約
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
台
湾
日
日
』『
満
州
日
日
』
の
外
地
紙
の
反
対
に
加
え
『
東
朝
』『
報
知
』『
同
盟
』
の
現
場
記
者
も
反
対
に
回
り
、
倶
楽
部
改
革
は
中
途
半
端
に
終
わ
る
（
３２
）。
八
社
の
運
動
が
唯
一
成
功
し
た
の
は
、
外
務
省
で
あ
る
。「
内
紛
も
な
け
れ
ば
、
感
情
の
対
立
も
な
い
」
と
さ
れ
る
「
霞
倶
楽
部
」
で
、
八
社
が
結
束
し
て
脱
退
し
た
の
は
三
九
年
七
月
。
新
た
に
、「
外
務
省
記
者
倶
楽
部
」
が
結
成
さ
れ
た
（
３３
）。
八
社
の
動
き
の
背
後
に
は
、
内
閣
情
報
部
が
い
た
。
一
九
三
六
年
の
『
同
盟
』
発
足
と
『
時
事
』
解
散
で
、
東
京
の
報
道
機
関
は
大
手
八
社
と
、
そ
の
他
弱
小
紙
の
格
差
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
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状
況
下
、
内
閣
情
報
部
の
前
身
の
情
報
委
員
会
当
時
か
ら
「
新
聞
政
策
一
般
ニ
関
シ
意
見
交
換
ノ
タ
メ
」、
八
社
政
治
部
長
と
月
一
回
の
懇
談
が
開
か
れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
内
面
指
導
で
あ
る
（
３４
）。
た
だ
、
内
閣
情
報
部
に
は
言
論
機
関
統
制
の
法
的
権
限
は
な
く
、
八
社
政
治
部
長
会
は
「
行
政
指
導
」
の
場
で
あ
っ
た
。
八
社
側
も
全
新
聞
界
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
任
意
の
集
ま
り
で
あ
る
限
界
が
あ
っ
た
。
政
府
側
に
も
、
新
聞
業
界
側
に
も
、
法
的
な
正
当
性
が
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
新
聞
統
制
を
目
指
し
た
政
府
は
ま
ず
、
法
的
な
枠
組
み
作
り
と
、
新
聞
社
側
の
受
け
皿
団
体
の
結
成
に
動
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
２
、
新
体
制
運
動
と
内
閣
情
報
部
次
の
動
き
は
、
一
九
四
〇
年
七
月
の
第
二
次
近
衛
内
閣
の
成
立
と
と
も
に
始
ま
る
。
政
府
に
よ
る
強
力
な
啓
発
宣
伝
を
考
え
た
新
内
閣
は
八
月
一
六
日
、
内
閣
情
報
部
と
、
外
務
省
情
報
部
、
陸
軍
情
報
部
、
海
軍
省
海
軍
軍
事
普
及
部
、
内
務
省
警
保
局
図
書
課
な
ど
を
統
合
し
た
強
力
な
情
報
機
関
を
設
置
す
る
改
革
を
閣
議
決
定
し
た
。
構
想
は
同
年
一
二
月
に
情
報
局
が
発
足
し
て
、
結
実
す
る
。
近
衛
内
閣
の
新
体
制
運
動
は
新
聞
界
に
も
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
例
え
ば
、『
東
日
』
は
九
月
一
日
、「
紙
面
刷
新
断
行
、
本
日
よ
り
新
体
制
へ
」
と
題
し
た
社
告
を
掲
載
、「
一
般
報
道
に
お
け
る
取
材
、
観
点
、
記
述
お
よ
び
こ
れ
が
編
集
の
形
式
を
革
新
」
し
、「
煽
情
的
な
興
味
本
位
の
舞
文
」
な
ど
を
廃
す
る
と
「
編
集
新
体
制
」
を
宣
言
し
た
。
こ
う
し
た
中
、「
各
社
が
各
省
出
先
倶
楽
部
の
機
構
改
革
を
図
る
こ
と
は
決
定
的
（
３５
）」
な
情
勢
に
な
っ
て
き
た
。
内
閣
情
報
部
内
の
動
き
も
見
逃
せ
な
い
。
情
報
局
の
設
置
が
決
ま
っ
た
直
後
の
八
月
二
二
日
、
尾
之
上
弘
信
情
報
官
が
、「
新
聞
統
制
具
体
案
（
尾
之
上
私
案
）」
を
記
し
た
。
文
章
は
最
後
に
、
記
者
倶
楽
部
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
尚
ホ
右
ノ
外
当
面
ノ
施
策
ト
シ
テ
記
者
倶
楽
部
ノ
改
組
問
題
ア
リ
倶
楽
部
加
盟
社
ノ
大
制
限
（
内
閣
ニ
於
テ
ハ
東
京
八
社
及
準
中
央
紙
五
社
程
度
）、

加
入
記
者
ノ
統
制
（
許
可
制
ヲ
布
ク
）

倶
楽
部
ノ
粛
正

倶
楽
部
ニ
対
ス
ル
当
該
官
庁
支
配
力
ノ
確
保
（
３６
）
情
報
局
総
裁
へ
の
横
滑
り
含
み
で
内
閣
情
報
部
長
に
就
任
し
た
伊
藤
述
史
は
、
ポ
ス
ト
に
就
い
た
早
々
の
八
月
二
八
日
、
八
社
政
治
部
長
会
に
初
出
席
し
、「
倶
楽
部
新
体
制
」
に
言
及
し
、
こ
れ
を
受
け
た
八
社
政
治
部
長
会
が
新
体
制
準
備
に
入
っ
た
。
裏
面
で
動
い
た
の
は
、『
同
盟
』
古
野
伊
之
助
社
長
で
、
伊
藤
情
報
部
長
と
会
談
し
、
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『
東
朝
』『
東
日
』『
読
売
』
に
呼
び
掛
け
る
な
ど
し
て
活
発
に
動
い
た
。結
果
的
に
見
る
と
、
こ
の
段
階
で
の
倶
楽
部
統
制
は
進
ま
な
か
っ
た
。『
新
聞
之
新
聞
』
は
一
一
月
一
四
日
に
、「
竜
頭
蛇
尾
の
記
者
倶
楽
部
新
体
制
」
と
題
し
た
記
事
を
載
せ
、「
各
社
の
意
向
を
尊
重
し
過
ぎ
て
官
庁
側
の
意
向
を
軽
視
し
た
嫌
ひ
が
あ
り
、
大
体
現
状
維
持
の
模
様
で
不
可
解
で
あ
る
（
３７
）」
と
い
う
関
係
者
の
談
話
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
倶
楽
部
再
編
ま
で
踏
み
込
め
な
か
っ
た
の
に
は
、
い
く
つ
か
理
由
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
新
し
い
情
報
局
の
所
掌
権
限
が
ど
こ
ま
で
拡
大
し
、
各
省
の
広
報
宣
伝
機
能
を
ど
う
吸
収
す
る
の
か
不
透
明
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
結
局
、
陸
軍
、
海
軍
省
に
は
、
固
有
の
報
道
、
啓
発
、
宣
伝
事
務
が
残
り
、
当
初
は
発
表
機
能
が
失
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
外
務
省
も
、
松
岡
洋
右
外
相
が
「
倶
楽
部
は
別
途
の
意
味
に
於
て
も
大
き
な
役
割
（
３８
）」
が
あ
る
と
考
え
、
外
相
の
定
例
記
者
会
見
が
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。
所
掌
事
務
と
既
得
権
を
守
り
た
い
官
僚
の
縄
張
り
意
識
に
よ
り
、
報
道
発
表
の
一
元
化
を
め
ざ
し
た
情
報
局
に
は
充
分
な
権
限
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
省
庁
ご
と
の
記
者
倶
楽
部
と
い
う
大
枠
が
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
央
紙
と
地
方
紙
の
利
害
が
一
致
し
な
か
っ
た
。
地
方
紙
の
中
に
は
、
倶
楽
部
統
合
が
東
京
八
社
中
心
に
動
い
て
い
る
こ
と
に
警
戒
感
が
あ
っ
た
。
新
体
制
運
動
の
中
で
一
〇
月
に
発
足
し
た
大
政
翼
賛
会
に
は
、
最
初
、
中
央
八
社
を
中
心
と
し
た
「
大
政
翼
賛
記
者
会
」
が
で
き
た
（
一
一
月
一
五
日
）。
翼
賛
会
は
旧
政
党
が
解
消
し
て
出
来
た
組
織
だ
か
ら
、
東
京
で
政
党
取
材
に
あ
た
っ
て
い
た
有
力
地
方
紙
は
不
満
を
も
ち
、『
北
海
タ
イ
ム
ス
』『
河
北
新
報
』『
名
古
屋
』『
日
刊
工
業
』『
日
本
工
業
』『
満
州
日
日
』
の
六
紙
が
「
翼
賛
研
究
会
」
を
結
成
（
一
一
月
二
七
日
）。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
漏
れ
た
そ
の
他
の
地
方
紙
、
中
小
通
信
社
が
一
二
月
、「
翼
賛
記
者
倶
楽
部
」
を
創
設
し
た
。
倶
楽
部
の
数
を
整
理
し
、
情
報
の
流
れ
を
統
制
す
る
は
ず
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
一
官
庁
に
複
数
倶
楽
部
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
点
と
し
て
、
私
企
業
の
利
益
優
先
で
あ
る
資
本
主
義
の
弊
害
を
な
く
す
と
い
う
新
体
制
運
動
の
理
念
か
ら
「
失
職
者
を
出
さ
な
い
」
と
の
原
則
が
あ
り
、
〝
拙
速
〞
を
思
い
止
ま
ら
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
。『
同
盟
』
の
福
田
一
政
治
部
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
各
官
庁
の
出
先
倶
楽
部
は
従
来
各
社
が
余
り
に
資
本
主
義
的
経
営
方
針
に
走
つ
て
居
た
為
め
、
記
者
を
冷
遇
し
た
観
が
あ
り
、
其
の
為
め
に
各
倶
楽
部
記
者
は
一
面
生
活
擁
護
等
と
云
ふ
政
治
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的
な
団
体
化
し
て
了
つ
た
嫌
ひ
が
あ
る
（
３９
）。
資
本
主
義
的
経
営
重
視
（＝
企
業
化
）
の
路
線
に
走
っ
た
新
聞
社
は
一
九
三
一
年
、
一
部
の
記
者
を
解
雇
し
「
総
連
盟
事
件
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
新
体
制
運
動
の
理
念
は
資
本
主
義
の
是
正
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
倶
楽
部
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
失
業
者
を
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
倶
楽
部
整
理
を
希
望
し
て
い
た
各
官
庁
の
中
に
は
「
記
者
の
生
活
保
証
と
い
ふ
事
に
囚
は
れ
て
自
重
し
て
ゐ
る
様
だ
（
略
）
倶
楽
部
詰
記
者
を
呑
気
に
ブ
ラ
ブ
ラ
さ
せ
て
置
く
と
い
ふ
事
は
お
か
し
い
（
４０
）」
と
い
う
不
満
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
内
閣
情
報
部
は
、
急
激
な
改
革
に
よ
る
混
乱
を
避
け
た
。
逆
に
言
え
ば
、「
総
連
盟
事
件
」
当
時
と
違
い
、
前
線
記
者
の
中
か
ら
反
対
の
声
が
湧
き
起
こ
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
も
、
今
回
の
改
革
で
は
簡
単
に
は
首
を
切
ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
情
報
局
、
中
央
紙
、
地
方
有
力
紙
、
そ
の
他
の
地
方
紙
、
そ
し
て
現
場
記
者
と
、
い
く
つ
も
の
利
害
が
ぶ
つ
か
る
な
か
で
、
記
者
倶
楽
部
再
編
は
す
ぐ
に
前
に
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
３
、
研
究
会
組
織
と
地
方
有
力
紙
こ
う
し
て
一
九
四
〇
年
の
動
き
は
一
度
止
ま
る
が
、
本
筋
と
は
別
の
場
所
で
注
目
さ
れ
る
動
き
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
統
制
経
済
政
策
立
案
の
革
新
官
僚
の
牙
城
で
あ
っ
た
企
画
院
で
、
従
来
の
記
者
倶
楽
部
と
異
な
っ
た
「
企
画
院
研
究
会
」
が
一
一
月
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
だ
。「
各
社
か
ら
最
も
優
秀
な
る
記
者
を
集
め
企
画
院
調
査
官
と
同
等
の
立
場
か
ら
共
に
国
策
を
研
究
（
４１
）」
し
な
が
ら
報
道
に
あ
た
る
新
し
い
〝
研
究
会
型
記
者
倶
楽
部
〞
で
あ
る
。
官
僚
側
が
主
導
し
て
、
研
究
会
名
目
の
記
者
組
織
を
つ
く
り
、
官
庁
と
一
体
で
啓
発
報
道
に
努
め
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
会
型
記
者
倶
楽
部
の
流
れ
は
、
翌
年
四
月
発
足
の
「
情
報
局
記
者
会
」「
総
力
戦
研
究
倶
楽
部
」
に
受
け
継
が
れ
、
記
者
倶
楽
部
再
編
の
中
で
具
現
化
し
て
ゆ
く
。
二
点
目
と
し
て
、
の
ち
に
ブ
ロ
ッ
ク
紙
に
成
長
す
る
有
力
地
方
紙
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。
前
述
し
た
通
り
、
大
政
翼
賛
会
の
結
成
に
伴
い
、
三
つ
の
記
者
倶
楽
部
が
で
き
る
。
二
つ
目
の
「
翼
賛
研
究
会
」
は
、
有
力
地
方
紙
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
他
の
地
方
紙
を
排
除
す
る
形
で
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
排
除
さ
れ
た
地
方
紙
は
憤
慨
し
、
内
閣
担
当
の
「
永
田
倶
楽
部
」
は
一
九
四
一
年
二
月
、『
北
海
タ
イ
ム
ス
』『
河
北
新
報
』『
名
古
屋
』『
日
刊
工
業
』『
日
本
工
業
』『
満
州
日
日
』
を
除
名
す
る
。
六
紙
は
、
政
治
の
中
枢
で
あ
る
内
閣
で
の
直
接
取
材
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
同
情
し
た
富
田
健
治
書
記
官
長
は
「
過
去
に
於
て
内
閣
の
方
針
に
協
力
し
て
く
れ
た
関
係
も
あ
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り
（
４２
）」、
六
紙
独
自
の
新
し
い
首
相
官
邸
記
者
倶
楽
部
の
設
置
を
認
め
る
。
四
月
一
四
日
に
発
足
し
た
「
国
務
記
者
会
」
で
あ
る
。
記
者
倶
楽
部
の
整
理
を
目
指
し
て
い
る
政
府
が
、
情
報
の
中
核
で
あ
る
首
相
官
邸
に
、
新
し
い
記
者
倶
楽
部
の
分
立
を
認
め
る
こ
と
自
体
、
矛
盾
し
た
動
き
と
言
え
る
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
政
府
の
地
方
有
力
紙
へ
の
期
待
で
あ
る
。
地
方
有
力
紙
が
、
国
家
と
の
一
体
感
を
根
拠
に
国
策
に
協
力
し
、
政
府
も
民
衆
へ
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
地
方
有
力
紙
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
４３
）。
政
府
の
動
き
に
簡
単
に
従
わ
な
い
中
央
紙
よ
り
、
民
衆
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
に
し
た
地
方
有
力
紙
の
方
が
、
政
府
に
と
っ
て
都
合
が
よ
い
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
期
待
が
、
情
報
局
主
導
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
紙
」
育
成
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
が
、
本
論
文
の
テ
ー
マ
と
は
外
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
踏
み
込
ま
な
い
。
第
３
章
再
編
１
、
第
一
次
再
編
（
一
九
四
一
年
一
二
月
）
記
者
倶
楽
部
再
編
の
動
き
は
、
新
聞
界
全
体
の
統
合
組
織
「
新
聞
連
盟
」
が
一
九
四
一
年
五
月
に
結
成
さ
れ
、
本
格
段
階
に
移
る
。
同
年
一
二
月
、
各
官
庁
に
あ
っ
た
従
来
の
記
者
倶
楽
部
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
新
記
者
会
が
置
か
れ
た
第
一
次
再
編
で
あ
る
。
過
去
二
年
、
実
質
的
な
成
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
倶
楽
部
再
編
が
進
展
し
た
の
は
、
や
は
り
新
聞
連
盟
の
力
が
大
き
か
っ
た
。
情
報
局
第
二
部
第
三
課
長
を
務
め
て
い
た
宮
本
吉
夫
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
新
聞
連
盟
は
、「
利
害
の
対
立
し
た
中
央
紙
と
地
方
紙
の
二
つ
の
団
体
の
設
立
が
計
画
さ
れ
た
が
、
当
時
新
聞
の
大
同
団
結
を
期
待
し
た
情
報
局
側
の
勧
奨
に
よ
っ
て
（
４４
）」、
単
一
の
機
構
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
聞
連
盟
の
最
大
の
特
徴
は
、
中
央
紙
、
地
方
紙
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
理
事
社
、
監
事
社
の
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、
【
中
央
紙
】
『
朝
日
』『
毎
日
』『
読
売
』『
報
知
』『
中
外
』『
都
』
『
同
盟
』
【
地
方
紙
】
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』『
河
北
新
報
』『
名
古
屋
』『
新
愛
知
』『
合
同
』『
中
国
』『
福
岡
日
日
』
―
―
と
中
央
紙
と
地
方
紙
が
七
社
ず
つ
で
均
衡
を
保
っ
て
い
る
。
中
央
八
社
の
力
が
大
き
か
っ
た
時
、
こ
の
態
勢
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
『
同
盟
』
の
古
野
社
長
の
力
が
大
き
い
。「
古
野
は
、
地
方
新
聞
の
利
益
を
守
る
こ
と
が
同
時
に
同
盟
の
利
益
に
合
致
す
る
所
以
で
あ
る
と
認
識
し
て
、
地
方
紙
の
味
方
と
し
て
画
策
」
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
４５
）。
そ
も
そ
も
中
央
紙
と
地
方
紙
の
競
争
は
激
し
か
っ
た
。
福
島
県
で
28
は
、
中
央
紙
が
一
日
遅
れ
で
到
着
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
重
要
ニ
ュ
ー
ス
は
同
時
に
」
と
い
う
慣
例
が
あ
り
、
地
元
紙
は
県
内
の
大
き
な
発
表
物
を
一
日
置
い
て
掲
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
不
満
と
す
る
地
元
の
最
有
力
紙
『
福
島
民
報
』
が
、
中
央
紙
と
抗
争
し
た
こ
と
も
あ
る
（
一
九
四
一
年
五
月
（
４６
））。
こ
う
し
た
不
満
を
背
景
に
、
第
一
次
倶
楽
部
再
編
は
、
地
方
紙
の
意
向
を
大
き
く
取
り
入
れ
た
形
で
進
む
。
新
聞
連
盟
は
用
紙
問
題
に
解
決
の
め
ど
を
つ
け
た
後
の
八
月
、
記
者
倶
楽
部
問
題
に
つ
い
て
下
部
組
織
の
編
集
委
員
会
で
協
議
を
開
始
し
た
。『
同
盟
』
を
辞
し
て
、
新
聞
連
盟
の
事
務
局
長
に
就
任
し
た
岡
村
一
二
は
、
就
任
早
々
の
八
月
三
〇
日
、「
総
べ
て
が
一
元
化
さ
れ
て
ゐ
る
今
日
、
各
省
詰
記
者
団
が
甚
だ
し
き
は
五
つ
も
対
立
し
、
夫
れ
も
政
経
記
者
と
社
会
記
者
と
分
れ
て
対
立
し
た
り
し
て
居
る
の
で
、
こ
れ
を
統
合
し
、
さ
き
に
マ
マ
実
現
さ
れ
た
企
画
院
の
研
究
会
見
た
い
な
一
省
一
倶
楽
部
を
実
現
し
や
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
具
体
案
が
近
く
進
め
ら
れ
る
と
信
じ
る
（
４７
）」
と
話
し
て
い
る
。
岡
村
は
戦
後
の
回
想
で
「（
記
者
倶
楽
部
整
理
の
方
針
を
決
め
た
の
は
）
私
が
事
務
局
長
に
な
る
前
の
仕
事
だ
っ
た
（
４８
）」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
就
任
し
た
時
点
で
は
、
整
理
の
方
向
性
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
再
編
が
一
二
月
と
な
る
の
は
、
焦
点
が
い
わ
ゆ
る
「
共
同
会
社
案
」
を
巡
る
駆
け
引
き
と
な
り
、
倶
楽
部
整
理
は
そ
れ
が
解
決
す
る
ま
で
動
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
共
同
会
社
議
論
が
片
付
い
た
後
の
一
一
月
二
四
日
、
新
聞
連
盟
の
田
中
都
吉
理
事
長
は
、「
統
制
機
関
ト
シ
テ
現
在
ノ
社
団
法
人
新
聞
連
盟
ヲ
強
化
」
す
る
と
明
記
し
た
案
を
、
首
相
宛
て
に
提
出
し
た
（
４９
）。
こ
れ
を
受
け
た
政
府
は
、
同
二
八
日
、「
新
聞
ノ
戦
時
体
制
化
ニ
関
ス
ル
件
」
を
決
定
し
、
そ
の
中
に
、
記
者
倶
楽
部
問
題
が
次
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
る
。
新
聞
記
者
ク
ラ
ブ
ノ
整
理
機
密
ノ
保
持
及
報
道
宣
伝
ノ
積
極
的
指
導
ノ
為
現
在
ノ
乱
立
無
統
制
ナ
ル
記
者
ク
ラ
ブ
ヲ
左
ノ
要
領
ニ
依
リ
整
理
ス
１
各
省
ニ
於
ケ
ル
従
来
ノ
記
者
ク
ラ
ブ
ヲ
廃
止
シ
新
タ
ニ
新
聞
統
制
会
（
連
盟
）
ニ
於
テ
記
者
会
ヲ
結
成
ス
２
右
記
者
会
ノ
結
成
ハ
統
制
会
（
連
盟
）
ト
情
報
局
及
当
該
官
庁
ト
連
絡
ノ
上
実
施
ス
３
政
府
ノ
発
表
ハ
原
則
ト
シ
テ
右
連
盟
記
者
会
ヲ
通
ジ
テ
之
ヲ
為
ス
本
整
理
ニ
際
シ
要
ス
レ
バ
転
業
ノ
方
途
ニ
付
考
慮
（
５０
）ス
倶
楽
部
再
編
の
断
行
は
、
一
二
月
九
日
。
対
象
と
な
っ
た
の
は
内
閣
、
陸
軍
省
、
海
軍
省
、
外
務
省
、
内
務
省
、
大
蔵
省
、
商
工
省
、
農
林
省
、
鉄
道
省
、
逓
信
省
、
文
部
省
、
厚
生
省
、
司
法
省
、
拓
務
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省
、
興
亜
院
、
対
満
事
務
局
、
警
視
庁
に
あ
っ
た
各
記
者
倶
楽
部
で
あ
る
（
５１
）。
外
務
省
外
交
資
料
館
に
、
外
務
省
に
お
け
る
倶
楽
部
整
理
を
通
告
し
た
文
書
が
残
っ
て
お
り
、
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
さ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
一
二
月
九
日
午
後
五
時
、
外
務
省
調
査
部
長
が
、
庁
内
に
あ
っ
た
二
つ
の
倶
楽
部
（
霞
倶
楽
部
、
外
務
省
記
者
倶
楽
部
）
に
対
し
て
、
そ
の
解
散
と
、
新
記
者
会
（
外
務
記
者
会
）
の
発
足
を
通
告
。
記
者
会
メ
ン
バ
ー
と
な
れ
る
の
は
、
一
三
社
だ
け
で
、
残
り
の
記
者
は
一
〇
日
以
内
に
荷
物
を
ま
と
め
て
退
去
せ
よ
と
最
後
通
牒
を
つ
き
つ
け
た
。
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
一
、
外
務
省
に
於
け
る
新
記
者
会
加
盟
社
は
次
の
通
り
て
あ
り
ま
す
（
外
務
記
者
会
と
称
す
）（
略
）
以
上
十
三
社
二
、
外
務
記
者
会
以
外
の
も
の
と
は
一
切
の
共
同
会
見
を
致
し
ま
せ
ん
三
、
外
務
記
者
会
以
外
の
も
の
に
は
一
切
の
発
表
物
を
配
布
致
し
ま
せ
ん
、
又
口
頭
そ
の
他
に
よ
る
発
表
も
致
し
ま
せ
ん
四
、
外
務
記
者
会
員
に
は
新
し
く
制
定
し
た
る
バ
ツ
チ
か
新
聞
連
盟
よ
り
交
附
さ
れ
ま
す
、
此
の
バ
ツ
チ
を
佩
用
せ
す
し
て
省
内
に
入
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
、
守
衛
に
於
て
入
門
を
拒
否
す
る
場
合
か
在
る
こ
と
を
予
め
御
承
知
願
ひ
ま
す
五
、
外
務
記
者
会
以
外
の
も
の
に
は
部
屋
、
電
話
、
給
仕
其
の
他
の
便
宜
を
供
与
致
さ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
但
し
残
務
整
理
等
の
都
合
も
在
る
と
思
ひ
ま
す
の
て
、
来
る
昭
和
十
六
年
十
二
月
十
八
日
（
木
）
迄
猶
予
致
し
ま
す
（
５２
）。
締
め
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
（
Ａ
）
『
日
刊
工
業
』『
日
本
工
業
』『
海
運
貿
易
』『
満
州
日
日
』
『
大
陸
新
報
』『
上
海
毎
日
』『
や
ま
と
』『
帝
国
新
報
』
（
Ｂ
）
『
日
蘇
通
信
』『
欧
亜
通
信
』『
合
同
通
信
』『
自
由
通
信
』
『
内
外
通
信
』『
独
立
通
信
』『
日
本
合
同
通
信
』『
野
田
経
済
研
究
所
』
―
―
の
一
六
社
（
二
〇
人
）
だ
っ
た
。（
Ａ
）
は
大
手
紙
以
外
の
中
小
新
聞
社
、（
Ｂ
）
は
中
小
通
信
社
で
あ
る
。
新
聞
連
盟
が
情
報
局
と
協
議
の
う
え
で
作
成
し
た
新
記
者
会
の
共
通
規
約
に
は
、
会
員
の
資
格
と
し
て
「
新
聞
連
盟
ノ
理
事
社
監
事
社
ニ
属
ス
ル
記
者
ヲ
以
テ
構
成
ス
」
と
原
則
を
示
し
た
う
え
で
「
但
シ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
新
聞
連
盟
及
当
該
官
庁
ノ
同
意
ヲ
得
テ
右
構
成
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
（
５３
）」
と
あ
っ
た
。
基
本
的
に
新
聞
連
盟
は
開
放
主
義
を
と
る
。
中
小
紙
、
業
界
紙
で
あ
っ
て
も
加
入
は
可
能
で
あ
っ
た
。
連
盟
の
主
導
権
を
握
る
『
同
盟
』
が
、
大
手
中
央
紙
の
勢
力
を
抑
え
る
た
め
の
方
策
で
あ
っ
た
。
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こ
の
た
め
、
倶
楽
部
整
理
の
あ
と
に
連
盟
に
加
盟
し
た
業
界
紙
も
あ
り
、
常
駐
記
者
の
や
り
く
り
さ
え
す
れ
ば
、
倶
楽
部
復
帰
の
道
も
残
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
東
京
・
日
本
橋
に
あ
っ
た
『
日
本
紡
織
新
聞
』
は
、
倶
楽
部
再
編
直
後
の
一
二
月
二
四
日
に
新
聞
連
盟
に
加
盟
。
同
時
に
『
同
盟
』
の
加
盟
社
に
な
り
、
経
済
官
庁
の
記
者
倶
楽
部
加
盟
を
果
た
し
た
（
５４
）。
す
る
と
、
問
題
は
、
中
小
通
信
社
、
外
務
省
の
例
で
言
う
と
、
（
Ｂ
）
に
分
類
さ
れ
る
各
社
だ
っ
た
。
中
小
通
信
社
の
場
合
、
連
盟
へ
の
加
盟
自
体
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
結
果
通
信
社
の
取
材
は
一
切
禁
止
と
同
様
状
態
に
陥
る
危
機
が
あ
る
の
で
非
常
に
あ
は
て
（
５５
）」、
新
聞
連
盟
や
情
報
局
に
陳
情
や
抗
議
が
殺
到
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
東
京
の
中
小
通
信
社
は
こ
の
年
五
月
、
警
視
庁
の
指
導
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
、
お
お
む
ね
一
八
社
に
集
約
さ
れ
て
い
た
（
５６
）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
統
合
後
半
年
を
出
で
ざ
る
に
そ
の
職
場
た
る
各
省
の
記
者
倶
楽
部
か
ら
閉
め
出
さ
れ
」
た
こ
と
に
対
し
て
、
中
小
通
信
社
や
そ
の
記
者
た
ち
は
、
大
き
な
不
満
を
抱
い
た
よ
う
だ
（
５７
）。
倶
楽
部
再
編
は
、「
転
業
ノ
方
途
ニ
付
考
慮
」
す
る
方
針
で
進
め
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
場
記
者
の
反
発
を
抑
え
て
き
た
面
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
倶
楽
部
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
た
記
者
に
転
業
の
方
途
が
用
意
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
特
に
中
小
通
信
社
に
は
「
業
務
閉
鎖
の
余
儀
な
き
に
至
る
も
の
も
予
想
さ
れ
」、
反
発
も
大
き
か
っ
た
（
５８
）。
倶
楽
部
再
編
が
た
ま
た
ま
、
日
米
開
戦
の
翌
日
と
重
な
っ
た
た
め
、「
戦
時
下
の
緊
迫
せ
る
雰
囲
気
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
押
切
（
５９
）」
っ
て
い
っ
た
面
が
強
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
て
、
実
際
、
第
一
次
再
編
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
情
報
局
が
、
倶
楽
部
再
編
の
直
前
、
各
記
者
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
社
を
ま
と
め
た
書
類
を
元
に
し
て
作
成
し
た
表
１
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
考
え
て
み
た
い
。
第
一
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
内
閣
、
内
務
省
、
大
蔵
省
、
商
工
省
、
農
林
省
、
厚
生
省
の
六
官
衙
で
は
、
中
央
八
社
を
中
心
と
し
た
第
一
部
と
、
そ
の
他
の
地
方
紙
な
ど
の
第
二
部
が
存
在
し
た
（
表
１
の
◎
印
が
第
一
部
の
加
盟
社
）。
所
属
記
者
が
多
い
倶
楽
部
で
は
、
中
央
紙
の
記
者
が
、
地
方
紙
と
同
じ
記
者
会
と
な
る
の
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
地
方
紙
を
排
除
す
る
わ
け
に
い
か
ず
、
二
部
制
が
採
ら
れ
た
。
表
１
は
、
再
編
前
に
ま
と
め
ら
れ
た
資
料
を
基
に
し
て
い
る
の
で
、
実
際
は
当
初
の
予
定
と
は
異
な
り
、
中
小
紙
を
残
す
た
め
二
部
制
と
な
っ
た
記
者
会
も
あ
っ
た
ら
し
い
（
警
視
庁
な
ど
（
６０
））。
第
二
に
、『
北
海
タ
イ
ム
ス
』『
河
北
新
報
』『
名
古
屋
』『
福
岡
日
日
』
の
四
紙
は
、
中
央
紙
に
匹
敵
す
る
数
の
記
者
を
配
置
し
、『
小
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内
閣
陸
軍
省
海
軍
省
外
務
省
内
務
省
大
蔵
省
商
工
省
農
林
省
鉄
道
省
逓
信
省
文
部
省
厚
生
省
司
法
省
拓
務
省
興
亜
院
対
満
事
務
局
警
視
庁
大手中央紙
＋同盟
朝日新聞 ٧٤٤٤٧٧٧٧٤٤٤٧٤٤٤٤٤
毎日新聞 ٧٤٤٤٧٧٧٧٤٤٤٧٤٤٤٤٤
読売新聞 ٧٤٤٤٧٧٧٧٤٤٤٧٤٤٤٤٤
国民新聞 ٧ ٧٧٧٧٤ ٤٧ ٤ ٤
報知新聞 ٧٤٤٤٧٧٧٧٤٤٤٧٤٤٤٤٤
中外商業新報 ٧٤٤٤٧٧٧٧٤٤٤٧٤٤٤٤٤
都新聞 ٧٤٤٤٧٧٧٧٤٤٤٧٤٤٤٤٤
同盟通信 ٧٤٤٤٧٧٧٧٤٤٤٧٤٤٤٤٤
連盟理事監
事地方紙
北海タイムス ٤٤٤٤٤٤٤٤٤٤٤٤ ٤٤٤
河北新報 ٤٤٤٤٤٤٤٤٤٤ ٤ ٤
名古屋新聞 ٤٤٤٤٤٧٤٤ ٤٤٤ ٤٤
新愛知 ٤٤٤ ٤
合同新聞
中国新聞 ٤ ٤ ٤ ٤
福岡日日新聞 ٧٤٤٤٧٧٤ ٤٤٤٧ ٤٤
一般地方紙
（
を含む）
旭川新聞 ٤
小樽新聞 ٤ ٤٤٤٤ ٤٤٤ ٤
山形新聞 ٤
新潟日日新聞 ٤ ٤
信濃毎日新聞 ٤ ٤
北国毎日新聞 ٤
大阪時事新報 ٤ ٤٤ ٤ ٤ ٤
神戸新聞 ٤ ٤
九州日報 ٤ ٤
ジャパンタイムス ٤
日本産業報国新聞 ٤ ٤
帝都日日新聞 ٤٤٤٤٤ ٤ ٤
業界紙
日刊工業新聞 ٤٤ ٤٤٤٤ ٤٤٤ ٤٤٤٤
日本工業新聞 ٤٤ ٤٤٤٤ ٤٤٤ ٤٤٤
科学工業新聞 ٤٤٤٤ ٤ ٤ ٤٤٤
海運貿易新聞 ٤٤٤ ٤
日本海運新聞 ٤ ٤ ٤
東亜工業新聞 ٤ ٤
日本織物新聞 ٤٤٤
外地紙
樺太日日新聞 ٤
台湾日日新報 ٤ ٤٤ ٤ ٤٤
興南新聞 ٤
台湾新聞 ٤٤
台湾日報 ٤
京城日報 ٤ ٤ ٤
毎日新報 ٤
満州日日新聞 ٤٤ ٤ ٤٤٤
満州新聞 ٤٤٤
大陸新報 ٤ ٤
上海毎日新聞 ٤
都内中小紙
表１ 第１次再編の記者倶楽部構成案
「新聞記者倶楽部規約案及び新聞記者会構成案に関する件」有山輝雄・西山武典編『情
報局関係資料』第２巻（柏書房、２０００年）１４８～１６４頁を元に作成。◎は、二部制を採った
記者会の一部加盟社。『国民』と『新愛知』は系列関係にあり、東京での取材も合同で
行っていたと見られる。
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
新
聞
』
も
こ
れ
に
準
じ
て
い
る
。
第
一
次
再
編
は
、
の
ち
に
ブ
ロ
ッ
ク
紙
と
な
る
有
力
紙
に
、
中
央
紙
と
伍
す
取
材
態
勢
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
業
界
紙
で
も
『
日
刊
工
業
』『
日
本
工
業
』
は
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
地
方
紙
、
業
界
紙
、
外
地
紙
に
も
必
要
な
記
者
会
所
属
を
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
一
次
再
編
で
は
、
完
全
に
締
め
出
さ
れ
た
中
小
通
信
社
を
除
け
ば
、
比
較
的
鷹
揚
な
態
度
で
記
者
会
加
盟
を
認
め
た
形
跡
が
う
か
が
え
る
。
中
央
紙
と
対
抗
す
る
た
め
『
同
盟
』
が
地
方
紙
の
力
を
借
り
た
た
め
で
あ
っ
た
。
中
小
通
信
社
を
主
に
排
除
し
た
の
も
、
や
は
り
同
業
社
に
潜
在
的
な
脅
威
を
感
じ
た
『
同
盟
』
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
新
し
い
記
者
会
の
内
実
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
研
究
会
型
記
者
倶
楽
部
の
流
れ
が
、
記
者
倶
楽
部
再
編
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
書
い
た
。
こ
こ
で
は
、
資
料
が
残
っ
て
い
る
「
情
報
局
記
者
会
」（
一
九
四
一
年
四
月
発
足
）
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
政
府
の
発
表
機
能
を
集
約
で
き
な
か
っ
た
情
報
局
で
は
、
政
策
を
追
う
政
治
部
記
者
が
常
駐
す
る
に
は
至
ら
ず
、
結
局
、
社
会
部
記
者
の
倶
楽
部
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
倶
楽
部
の
特
色
は
、
入
会
に
あ
た
っ
て
、「
所
属
新
聞
通
信
社
ノ
推
薦
ニ
ヨ
リ
本
会
総
会
ノ
賛
成
ヲ
受
ケ
タ
ル
上
情
報
局
総
裁
ノ
承
認
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
（
会
則
第
三
条
（
６１
））
と
、
事
実
上
の
当
局
審
査
を
経
る
入
会
制
限
制
だ
っ
た
。
も
と
も
と
の
規
約
草
案
で
は
記
者
会
の
目
的
の
な
か
に
、「
情
報
局
並
に
之
に
関
連
す
る
ニ
ユ
ー
ス
を
報
道
、
且
つ
批
判
研
究
し
以
て
国
策
遂
行
に
協
力
す
る
（
６２
）」（
傍
点
は
引
用
者
）
と
あ
っ
た
の
だ
が
、
実
際
の
規
約
（
第
四
条
）
に
は
「
批
判
研
究
」
の
文
字
は
そ
ぎ
落
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
倶
楽
部
開
設
に
あ
た
り
、
記
者
側
か
ら
情
報
局
宛
て
に
出
さ
れ
た
案
内
に
は
次
の
文
字
が
あ
る
。「
秘
密
は
厳
守
す
る
建
前
で
す
か
ら
本
当
の
こ
と
を
お
話
し
願
ひ
、
そ
の
上
報
道
に
関
し
て
は
最
も
効
果
的
方
法
を
御
相
談
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
（
６３
）」。
報
道
機
関
、
記
者
側
か
ら
見
れ
ば
、
官
僚
と
「
同
等
」
の
立
場
か
ら
の
政
策
研
究
の
建
前
で
あ
っ
た
が
、「
本
当
の
こ
と
を
お
話
し
願
ひ
」「
御
相
談
し
た
い
」
と
懇
願
す
る
立
場
は
、
対
等
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
る
（
６４
）。
な
お
、
情
報
局
総
裁
の
記
者
会
見
は
内
閣
で
行
わ
れ
て
お
り
、
「
情
報
局
記
者
会
」
は
あ
ま
り
仕
事
が
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
記
者
会
マ
マ
発
足
時
に
は
「
取
材
の
対
照
と
な
る
様
な
発
表
は
目
下
の
所
な
く
、
講
義
を
聴
い
た
り
国
策
報
道
に
つ
き
相
互
に
意
見
を
交
換
し
た
り
と
い
ふ
程
度
で
す
が
、
至
極
友
好
裡
に
行
は
れ
（
６５
）」
て
い
た
と
い
う
。
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２
、
第
二
次
再
編
（
一
九
四
二
年
一
一
月
）
「
は
じ
め
に
」
で
記
し
た
通
り
、
記
者
倶
楽
部
再
編
の
目
的
は
、
政
府
か
ら
国
民
へ
の
情
報
の
流
れ
を
、
政
府
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
程
度
に
ス
リ
ム
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
再
編
を
経
て
も
、
記
者
倶
楽
部
に
詰
め
る
記
者
の
数
は
大
き
く
減
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
不
徹
底
」
は
直
後
か
ら
指
摘
さ
れ
た
（
６６
）。
そ
こ
か
ら
第
二
次
再
編
の
動
き
に
つ
な
が
る
の
だ
が
、
二
つ
の
再
編
の
間
に
は
、
新
聞
界
を
巡
る
三
つ
の
大
き
な
動
き
が
あ
る
。
統
制
団
体
で
あ
る
日
本
新
聞
会
の
創
設
、
記
者
規
定
の
制
定
、
新
聞
社
統
合
の
さ
ら
な
る
進
展
で
あ
る
。
加
盟
社
が
一
票
ず
つ
を
持
つ
平
等
主
義
を
と
っ
た
新
聞
連
盟
と
異
な
り
、
一
九
四
二
年
二
月
発
足
の
日
本
新
聞
会
は
、
会
長
権
限
の
強
い
強
力
な
統
制
団
体
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
新
聞
会
が
記
者
の
資
格
を
審
査
す
る
た
め
の
「
日
本
新
聞
会
記
者
規
定
」
は
、
同
年
七
月
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
資
格
選
考
に
合
格
し
な
い
者
を
記
者
会
か
ら
排
除
す
る
素
地
が
で
き
た
。
一
方
、
新
聞
社
統
合
で
は
、
同
月
の
閣
議
で
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
、
愛
知
で
の
整
理
統
合
要
領
が
決
ま
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
東
京
で
は
、
八
月
に
『
読
売
』
と
『
報
知
』
が
統
合
し
て
『
読
売
報
知
』
が
、
一
〇
月
に
は
『
国
民
』
と
『
都
』
が
合
併
し
、『
東
京
』
が
そ
れ
ぞ
れ
発
足
。
九
州
、
中
部
、
北
海
道
の
ブ
ロ
ッ
ク
紙
も
、『
中
部
日
本
』『
西
日
本
』『
北
海
道
』
と
し
て
相
次
い
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
業
界
紙
を
統
合
し
て
、
東
京
で
は
『
日
本
産
業
経
済
新
聞
』、
大
阪
で
は
『
産
業
経
済
新
聞
』
が
生
ま
れ
た
。
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
情
報
局
の
権
限
強
化
の
動
き
で
あ
る
。
情
報
局
官
房
第
二
課
が
起
案
し
た
「
輿
論
指
導
ノ
強
化
に
関
ス
ル
件
」（
一
九
四
二
年
四
月
）
に
よ
れ
ば
、「
時
局
ノ
新
段
階
ニ
臨
ミ
情
報
宣
伝
ノ
任
務
愈

重
大
性
ヲ
加
ヘ
ツ
ツ
ア
ル
ノ
現
状
ニ
鑑
ミ
、
輿
論
指
導
ニ
対
ス
ル
情
報
局
ノ
機
能
ヲ
急
速
ニ
刷
新
強
化
」
す
る
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
た
（
６７
）。
強
力
な
宣
伝
啓
発
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
は
ず
の
情
報
局
だ
が
、
実
際
に
は
、
陸
軍
、
海
軍
両
省
な
ど
、
各
官
庁
が
既
存
の
発
表
権
限
を
離
さ
ず
、
宣
伝
啓
発
の
実
が
う
ま
く
挙
が
ら
な
か
っ
た
危
機
感
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
新
聞
会
は
ま
ず
、
第
一
次
再
編
の
対
象
外
だ
っ
た
経
済
関
係
の
記
者
倶
楽
部
（
当
時
、
私
経
団
体
記
者
倶
楽
部
と
呼
ば
れ
た
）
の
整
理
に
着
手
す
る
。
会
長
の
諮
問
機
関
、
編
集
委
員
会
は
七
月
一
五
日
、
従
来
の
経
済
部
系
の
記
者
倶
楽
部
を
全
廃
し
、
新
し
く
一
〇
の
「
記
者
会
」
を
発
足
す
る
方
針
を
決
め
た
。
日
本
銀
行
担
当
の
「
金
融
記
者
会
」
▽
東
京
商
工
会
議
所
担
当
の
「
経
済
団
体
記
者
会
」
▽
満
鉄
東
京
支
社
を
拠
点
に
朝
鮮
、
大
陸
な
ど
の
経
済
問
題
を
扱
う
34
「
東
亜
経
済
記
者
会
」
▽
鉄
鋼
、
金
属
、
燃
料
産
業
な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
「
重
工
業
記
者
会
」
▽
各
種
農
業
団
体
の
「
農
業
経
済
記
者
会
」
▽
軽
金
属
、
肥
料
、
薬
品
産
業
担
当
の
「
化
学
工
業
記
者
会
」
▽
紡
績
を
中
心
と
し
た
「
繊
維
工
業
記
者
会
」
▽
陸
運
、
海
運
の
「
交
通
経
済
記
者
会
」
▽
東
京
株
式
取
引
所
担
当
の
「
東
株
記
者
会
」
▽
日
本
工
業
倶
楽
部
内
の
「
丸
之
内
記
者
会
」
―
―
で
あ
る
（
６８
）。
現
場
記
者
の
中
に
は
、
新
記
者
会
へ
の
移
行
を
躊
躇
す
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
一
〇
月
中
に
は
、
経
済
部
系
の
倶
楽
部
が
出
揃
う
。
こ
う
し
た
中
、
情
報
局
の
権
限
明
確
化
の
問
題
が
再
浮
上
し
、
東
条
英
機
内
閣
は
一
一
月
一
七
日
の
閣
議
で
、
①
閣
議
決
定
の
発
表
は
情
報
局
が
行
い
、
そ
の
う
ち
細
部
に
わ
た
る
事
項
を
、
各
省
庁
が
情
報
局
に
連
絡
の
う
え
担
当
す
る
、
②
閣
議
決
定
以
外
の
事
項
で
も
、
「
輿
論
指
導
ニ
重
大
ナ
ル
関
係
ア
ル
モ
ノ
」
に
つ
い
て
は
、
各
省
庁
が
事
前
に
情
報
局
に
連
絡
し
、
内
容
、
発
表
方
法
を
協
議
す
る
、
③
陸
海
軍
の
報
道
部
は
、「
純
軍
事
関
係
」
の
報
道
宣
伝
を
担
当
す
る
が
、
②
同
様
、「
輿
論
指
導
ニ
重
大
ナ
ル
関
係
ア
ル
モ
ノ
」
は
、
事
前
に
情
報
局
に
連
絡
す
る
―
―
こ
と
を
決
め
た
（
６９
）。
記
者
会
再
編
の
責
任
者
だ
っ
た
宮
本
吉
夫
・
情
報
局
第
二
部
第
一
課
長
の
回
想
で
は
、
情
報
局
と
他
の
省
庁
の
「
分
担
を
明
確
に
す
る
た
め
」
と
説
明
し
て
い
る
（
７０
）
が
、
実
際
は
、
情
報
局
の
権
限
拡
大
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
情
報
局
と
し
て
は
、
記
者
会
の
再
々
編
を
な
し
と
げ
、
信
頼
の
お
け
る
記
者
だ
け
を
官
庁
内
部
に
置
き
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た
。
記
者
会
に
加
盟
す
る
報
道
機
関
を
絞
り
、
さ
ら
に
、
一
つ
の
報
道
機
関
あ
た
り
の
記
者
の
数
も
制
限
す
る
こ
と
で
、
記
者
倶
楽
部
が
依
然
と
し
て
、「
未
発
表
の
情
報
を
収
集
し
国
家
の
意
志
と
は
反
対
に
デ
マ
の
温
床
」
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
改
革
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
記
者
会
の
権
威
」
を
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
７１
）。
そ
し
て
、「
積
極
的
ニ
研
究
並
ニ
取
材
上
ノ
便
益
ヲ
供
与
（
７２
）」
す
る
こ
と
で
、
世
論
指
導
の
強
化
を
狙
っ
た
。
槍
玉
に
上
が
っ
た
の
は
、
地
方
紙
を
中
心
と
し
た
「
二
部
」
の
あ
り
方
だ
。『
文
化
情
報
』
に
よ
れ
ば
、「
こ
ん
ど
の
最
後
的
統
合
に
よ
つ
て
」、
新
聞
社
の
数
が
少
な
く
な
る
の
だ
か
ら
、「
い
つ
ま
で
も
二
部
制
を
固
執
す
べ
き
で
は
な
く
」、
記
者
会
を
さ
ら
に
「
断
乎
統
合
す
べ
し
」
と
の
希
望
が
強
か
っ
た
と
い
う
（
７３
）。
特
に
、
二
部
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
紙
は
、
一
部
入
り
の
希
望
が
強
か
っ
た
。
ま
た
、
中
央
紙
が
重
要
倶
楽
部
に
多
数
の
記
者
を
配
置
す
る
こ
と
も
、
競
争
を
あ
お
る
と
と
も
に
、
情
報
漏
洩
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
一
月
一
一
日
の
次
官
会
議
で
、「
官
庁
記
者
会
再
編
成
要
領
」
が
決
定
さ
れ
る
。
新
し
い
記
者
会
は
、『
朝
日
』『
毎
日
』
『
読
売
報
知
』『
東
京
』『
日
本
産
業
経
済
』『
同
盟
』『
中
部
日
本
』
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地方紙
ほか
東奥日報 ٌ
河北新報 ٤ޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓٌ٤
合同新聞
ٌ
ٌ
ٌ
中国新聞 ٌ٤
高知新聞 ٌ
ニッポンタイムス ٤٤
外地紙
樺太新聞 ٤
台湾日日新報 ٤٤ ٌ
興南新聞 ٌ
京城日報 ٤٤ ٌ
満州日日新聞 ٤ޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓٌ
満州新聞 ٤
康徳新聞 ٤
大陸新報 ٤ޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓٌ
産業経済新聞・大阪新聞
北国毎日新聞
神戸新聞
東京新聞
٤
『
西
日
本
』『
北
海
道
』『
産
業
経
済
／
大
阪
』
の
い
わ
ゆ
る
「
統
制
十
社
」
を
中
心
と
す
る
こ
と
、
会
員
数
は
一
社
に
つ
き
四
人
以
内
と
限
定
す
る
原
則
が
、
決
ま
っ
た
（
７４
）。
実
際
に
、
再
編
さ
れ
た
記
者
会
は
、
内
閣
、
情
報
局
、
宮
内
省
、
陸
軍
省
、
海
軍
省
、
外
務
省
、
大
東
亜
省
、
内
務
省
、
大
蔵
省
、
商
工
省
、
農
林
省
、
鉄
道
省
、
逓
信
省
、
文
部
省
、
厚
生
省
、
司
法
省
、
裁
判
所
、
技
術
院
、
東
京
府
市
、
警
視
庁
、
大
政
翼
賛
会
、
翼
賛
政
治
会
の
計
二
二
（
結
成
は
一
一
月
一
九
日
）。
経
済
部
系
の
九
記
者
会
（
結
成
は
一
二
月
一
日
、
丸
之
内
記
者
会
は
連
絡
機
関
に
格
下
げ
）
と
併
せ
、
東
京
に
新
た
に
三
一
の
記
者
会
が
再
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
表
２
は
、
経
済
部
系
を
除
く
新
記
者
会
の
構
成
社
で
あ
る
（
一
九
四
三
年
八
月
現
在
）。
表
１
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
シ
ン
プ
ル
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
地
方
紙
や
外
地
紙
は
、
限
ら
れ
た
場
合
に
し
か
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
現
実
が
分
か
る
。
こ
れ
に
対
し
地
方
紙
、
特
に
、『
河
北
新
報
』『
神
戸
』
『
合
同
』『
中
国
』
と
い
っ
た
有
力
紙
は
不
満
で
あ
っ
た
。
新
記
者
会
へ
の
「
復
活
割
込
み
の
運
動
に
奔
走
（
７５
）」
す
る
社
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
情
報
局
の
松
村
秀
逸
第
表２ 第２次再編後の記者会
「記者会名簿」有山輝雄・西山武典編『情報局関係資料』第３巻（柏書房、２０００年）
３０９～３１１頁を元に作成。△は、特別会員社。
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二
部
長
は
一
一
月
一
四
日
に
開
催
さ
れ
た
新
聞
会
の
地
方
部
長
会
で
、
「
地
方
紙
の
参
加
が
得
ら
れ
な
か
つ
た
と
い
ふ
相
当
大
き
い
衝
動
が
与
へ
ら
れ
た
様
だ
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
、「
寧
し
ろ
こ
の
新
聞
の
新
体
制
に
な
つ
て
地
方
紙
が
何
れ
程
利
得
を
し
て
ゐ
る
か
」
と
不
満
を

め
た
（
７６
）。
第
一
次
再
編
で
は
、
中
央
紙
と
『
同
盟
』
と
の
利
害
対
決
の
構
造
の
な
か
で
、『
同
盟
』
が
地
方
紙
を
巻
き
込
む
形
で
、
中
央
紙
を
牽
制
し
て
い
く
構
図
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
再
編
で
は
、
『
同
盟
』
は
地
方
紙
を
守
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
一
年
の
新
聞
社
統
合
で
、『
同
盟
』
は
、『
東
京
』『
中
部
日
本
』
に
影
響
力
の
あ
る
人
間
を
送
り
込
む
な
ど
し
て
、
格
段
に
力
を
増
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
一
年
前
と
異
な
り
、
今
度
は
、
地
方
紙
の
東
京
で
の
取
材
活
動
を
制
限
し
て
、
結
果
と
し
て
、
地
方
紙
の
『
同
盟
』
依
存
度
を
増
し
た
方
が
、
有
利
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
地
方
紙
側
の
不
満
は
の
ち
の
ち
ま
で
残
っ
た
。「
日
本
新
聞
報
」
が
主
催
し
た
地
方
紙
編
集
幹
部
の
座
談
会
で
、『
東
奥
日
報
』
の
編
集
局
長
は
、
ア
ッ
ツ
島
の
戦
没
者
の
同
時
発
表
の
と
き
、『
同
盟
』
か
ら
の
通
報
を
受
け
て
取
材
に
動
い
て
も
、
発
表
前
か
ら
取
材
し
て
い
た
中
央
紙
の
動
き
に
一
日
か
半
日
遅
れ
、
写
真
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
７７
）。
３
、
再
編
以
後
（
一
九
四
三
年
〜
）
最
後
に
二
回
の
再
編
を
受
け
た
後
の
記
者
会
の
そ
の
後
を
見
て
い
き
た
い
。
東
京
で
の
再
編
を
終
え
た
日
本
新
聞
会
は
続
い
て
、
各
道
府
県
で
も
同
様
の
倶
楽
部
統
制
に
乗
り
出
す
。
一
九
四
三
年
二
月
一
七
日
の
編
集
委
員
会
で
、
各
道
府
県
に
も
「
編
集
部
会
」
を
置
く
こ
と
を
正
式
決
定
し
、
こ
の
道
府
県
ご
と
の
編
集
部
会
が
、
記
者
会
の
整
備
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
聞
会
は
「
当
該
地
の
実
情
に
応
じ
て
最
も
取
材
に
適
す
る
方
向
に
進
め
る
事
を
原
則
」
と
言
う
も
の
の
、
東
京
で
の
再
編
の
基
準
や
規
約
に
「
準
ぜ
ら
れ
た
い
」
と
す
る
方
針
を
掲
げ
た
（
７８
）。
こ
れ
に
基
づ
き
、
道
府
県
庁
所
在
地
を
中
心
に
、
記
者
会
の
再
編
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
例
だ
け
を
挙
げ
れ
ば
長
崎
県
で
は
七
月
中
旬
、
長
崎
市
に
県
政
、
警
察
、
海
軍
、
市
政
の
四
記
者
会
が
誕
生
。
諫
早
、
大
村
、
島
原
、
佐
世
保
の
各
市
に
市
政
記
者
会
が
作
ら
れ
、
佐
世
保
に
は
さ
ら
に
海
軍
記
者
会
が
生
ま
れ
た
。
い
ず
れ
の
記
者
会
の
構
成
も
、『
朝
日
』『
毎
日
』『
同
盟
』『
西
日
本
』
『
長
崎
日
報
』
に
限
ら
れ
た
（
７９
）。
こ
う
し
て
新
聞
会
が
統
制
す
る
記
者
会
は
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
話
を
中
央
に
戻
す
。
戦
局
の
悪
化
で
新
聞
用
紙
の
割
り
当
て
は
減
り
、
一
九
四
四
年
二
月
の
決
戦
非
常
措
置
に
関
連
し
、
日
本
新
聞
会
37
は
三
月
六
日
か
ら
、
①
夕
刊
廃
止
、
②
四
頁
建
て
を
原
則
と
し
、
週
二
回
は
二
頁
建
て
と
す
る
な
ど
の
措
置
を
始
め
た
。
こ
う
し
て
紙
面
が
極
端
に
狭
く
な
る
と
と
も
に
、
経
済
統
制
の
強
化
に
よ
る
民
間
の
経
済
団
体
発
の
ニ
ュ
ー
ス
減
少
、
記
者
の
召
集
の
増
加
な
ど
の
要
因
が
重
な
り
、
同
年
五
月
一
日
、
民
間
団
体
の
記
者
会
が
、
縮
小
改
組
さ
れ
た
（
８０
）。
日
本
新
聞
会
は
、
記
者
配
置
の
重
点
化
と
機
動
化
が
主
眼
で
あ
っ
て
、「
断
じ
て
活
動
分
野
を
後
退
し
自
ら
手
足
を
縮
め
る
の
で
は
な
く
、（
略
）
取
材
態
勢
の
強
化
刷
新
を
積
極
的
に
期
す
る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
記
者
会
規
約
運
用
要
領
を
策
定
し
て
、
旺
盛
活
発
な
取
材
を
行
う
よ
う
に
奨
励
し
た
（
８１
）。
た
だ
、
敢
え
て
活
発
な
取
材
を
促
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
全
く
逆
の
当
時
の
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
す
で
に
一
九
四
三
年
の
段
階
で
、「
雑
報
的
の
記
事
は
上
司
の
手
先
に
送
る
が
、
こ
れ
等
の
記
事
た
る
や
縮
小
さ
れ
た
紙
面
で
は
収
容
し
き
れ
ず
一
ヶ
月
位
は
普
通
で
、
甚
し
き
は
二
ヶ
月
乃
至
三
ヶ
月
に
亘
り
一
行
の
記
事
も
紙
面
に
現
れ
な
い
記
者
が
多
」
か
っ
た
と
い
う
（
８２
）。「
戦
争
に
関
係
の
な
い
記
事
は
ほ
と
ん
ど
載
せ
る
余
地
が
な
く
な
り
、
陸
海
軍
関
係
以
外
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
開
店
休
業
の
状
態
（
８３
）」
が
続
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
取
材
活
動
と
新
聞
社
間
の
競
争
は
、
戦
局
の
悪
化
、
用
紙
不
足
に
よ
っ
て
、
停
滞
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
敗
戦
直
前
の
一
九
四
五
年
六
月
、
情
報
局
は
陸
海
軍
報
道
部
を
そ
の
傘
下
に
収
め
、
再
び
機
能
拡
大
の
動
き
を
見
せ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
内
閣
、
情
報
局
、
陸
軍
省
、
海
軍
省
、
外
務
省
、
大
東
亜
省
の
六
つ
の
記
者
会
が
合
併
し
、「
中
央
記
者
会
」
が
設
置
さ
れ
る
（
六
月
一
六
日
）。
た
だ
し
、
記
者
会
は
内
政
班
、
軍
事
班
、
外
政
班
と
三
つ
に
分
か
れ
、
内
閣
に
は
「
分
室
」
が
置
か
れ
事
実
上
独
立
し
て
い
る
な
ど
、
名
目
上
の
合
併
の
ま
ま
出
発
し
、
そ
の
ま
ま
敗
戦
を
迎
え
た
（
８４
）。
も
う
一
点
、
倶
楽
部
再
編
の
中
で
異
彩
を
放
つ
帝
国
議
会
詰
の
記
者
倶
楽
部
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
帝
国
議
会
に
は
、「
議
院
記
者
会
」「
帝
国
議
会
記
者
倶
楽
部
」「
帝
国
議
会
新
聞
地
方
団
」「
八
日
会
」
の
四
倶
楽
部
が
あ
り
、「
貴
衆
両
院
事
務
局
の
希
望
も
あ
り
」、
第
二
次
再
編
と
同
時
に
再
編
案
が
ま
と
ま
る
は
ず
で
あ
っ
た
（
８５
）。
と
こ
ろ
が
、
地
方
紙
に
と
っ
て
、
地
元
選
出
議
員
の
取
材
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
議
会
自
体
が
、「
各
官
庁
等
と
異
な
り
、
政
府
当
局
の
直
接
の
干
渉
支
配
を
受
け
ぬ
関
係
に
あ
る
の
み
な
ら
ず
、（
略
）
時
の
政
府
の
外
に
立
ち
、
輿
論
の
喚
起
を
な
す
と
ゝ
も
に
（
略
）
政
府
が
議
会
に
お
い
て
誓
約
し
た
言
質
の
実
行
に
つ
い
て
監
視
し
、
そ
の
実
現
即
行
を
促
進
す
る
」
と
い
う
立
場
が
あ
り
、「
暢
達
な
る
言
論
」
が
「
能
ふ
限
り
」
紙
面
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
た
め
、
議
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会
内
の
倶
楽
部
は
統
制
す
べ
き
で
な
い
と
の
議
論
が
あ
っ
た
（
８６
）。
議
会
の
記
者
倶
楽
部
も
最
終
的
に
は
一
九
四
三
年
一
二
月
に
「
帝
国
議
会
記
者
会
」
に
再
編
さ
れ
る
（
８７
）。
し
か
し
、
日
米
戦
争
中
に
も
な
お
統
制
が
一
直
線
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
自
由
主
義
的
な
議
論
が
業
界
紙
と
は
い
え
活
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
四
章
再
編
の
結
果
こ
こ
ま
で
記
者
倶
楽
部
の
二
次
に
わ
た
る
再
編
ま
で
の
経
緯
を
見
て
み
た
。
最
後
に
、
再
編
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
を
ど
う
変
え
、
あ
る
い
は
、
何
を
変
え
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
第
一
に
、
記
者
倶
楽
部
再
編
は
、
日
本
に
お
け
る
記
者
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
化
を
促
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
大
新
聞
で
あ
っ
て
も
、
明
治
以
来
の
ゆ
す
り
の
体
質
を
完
全
に
は
抜
け
出
せ
な
い
記
者
が
い
た
。
再
編
は
、
社
会
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
か
っ
た
記
者
と
い
う
職
業
の
社
会
的
な
地
位
を
改
善
し
て
い
っ
た
。
敗
戦
後
も
一
時
期
ま
で
は
、
記
者
倶
楽
部
整
理
が
「
功
績
」
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
化
の
見
返
り
と
し
て
、
当
局
か
ら
の
独
占
的
な
情
報
の
付
与
と
い
う
「
恩
恵
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
米
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
、
権
力
と
は
独
立
し
た
立
場
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
教
育
と
い
う
柱
で
、
独
自
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
化
を
進
め
た
経
緯
と
は
大
き
く
異
な
る
。
た
だ
、
い
び
つ
な
形
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
と
も
か
く
、
当
局
と
新
聞
会
は
、
記
者
倶
楽
部
再
編
に
よ
っ
て
、
当
時
の
規
範
の
中
で
は
、
記
者
と
い
う
職
業
の
公
共
的
性
格
を
高
め
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
記
者
倶
楽
部
再
編
に
よ
っ
て
、
当
局
と
日
本
新
聞
会
が
、
新
聞
各
社
、
あ
る
い
は
、
現
場
記
者
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
自
由
競
争
で
あ
る
は
ず
の
取
材
を
統
制
す
る
に
は
、
記
事
の
書
き
方
や
出
稿
時
期
を
細
か
く
協
定
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
統
制
下
で
あ
っ
て
も
報
道
機
関
自
体
は
依
然
と
し
て
複
数
あ
り
、
建
前
で
は
商
業
主
義
が
否
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
紙
面
の
内
容
と
部
数
拡
張
の
競
争
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
み
た
『
東
奥
日
報
』
の
不
満
の
よ
う
に
、
東
京
で
同
時
に
発
表
し
た
と
し
て
も
、
情
報
が
瞬
時
に
世
界
中
に
伝
わ
る
現
代
と
違
い
、
読
者
に
届
く
ま
で
の
工
程
の
中
で
、
大
き
な
差
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
統
制
に
よ
る
矛
盾
や
紛
争
は
当
然
に
し
て
起
き
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
再
編
の
後
で
も
、
記
者
会
で
は
協
定
破
り
な
ど
紛
争
が
頻
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発
し
て
い
た
。「
商
工
省
記
者
会
」
で
見
る
と
、『
中
外
』
が
一
九
四
二
年
八
月
二
一
日
、
対
外
交
易
統
制
の
新
機
関
「
交
易
営
団
」
の
設
立
法
案
の
議
会
提
出
を
単
独
で
報
じ
た
。
記
者
会
内
部
で
は
、
設
立
の
方
針
が
固
ま
る
ま
で
は
報
じ
な
い
と
い
う
協
定
が
あ
っ
た
も
の
の
、
正
式
に
日
本
新
聞
会
に
通
達
し
て
い
な
い
「
現
場
協
定
」
だ
っ
た
。
『
中
外
』
を
新
聞
会
が
処
分
で
き
る
か
ど
う
か
、
議
論
に
な
っ
た
が
、
「
記
者
会
の
名
誉
を
毀
損
し
た
」
と
い
う
理
由
を
付
け
、
除
名
処
分
と
し
た
（
８８
）。
日
本
新
聞
会
は
六
月
に
記
者
会
の
共
通
規
約
不
備
の
点
を
改
正
し
、
協
定
の
「
範
囲
限
界
を
確
然
と
す
る
」
な
ど
の
細
則
を
別
に
規
定
す
る
（
８９
）。
協
定
は
総
会
の
議
を
経
る
べ
き
だ
が
、
急
を
要
す
る
場
合
は
、
新
聞
会
へ
の
連
絡
承
認
で
こ
れ
に
代
え
、
さ
ら
に
深
夜
な
ど
の
場
合
は
、『
同
盟
』
整
理
部
に
連
絡
し
、『
同
盟
』
が
同
報
電
話
で
各
社
に
連
絡
を
終
え
た
時
点
で
、
協
定
が
発
効
す
る
な
ど
、
細
か
い
手
続
き
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
一
月
の
第
二
次
再
編
で
も
共
通
規
約
を
再
改
定
し
、
制
裁
を
科
す
主
体
を
記
者
会
か
ら
日
本
新
聞
会
に
移
行
し
、
新
聞
会
が
記
者
会
幹
事
を
参
集
さ
せ
、
趣
旨
を
徹
底
さ
せ
る
な
ど
、
現
場
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強
め
る
試
み
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
協
定
を
め
ぐ
る
問
題
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
。
協
定
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
協
定
破
り
も
ま
た
増
え
、
日
本
新
聞
会
が
対
応
に
追
わ
れ
る
構
図
が
あ
っ
た
。「
記
者
倶
楽
部
は
戦
争
中
、
発
表
だ
け
を
報
じ
た
」
と
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
戦
中
期
の
取
材
活
動
だ
が
、
完
全
な
自
由
競
争
で
な
い
に
せ
よ
、
競
争
や
抜
け
駆
け
、
独
自
ネ
タ
の
追
求
と
い
っ
た
報
道
活
動
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
も
っ
と
注
視
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
右
の
点
と
関
連
す
る
が
、
新
聞
社
側
の
都
合
で
、
記
者
を
頻
繁
に
異
動
さ
せ
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
日
本
新
聞
会
が
一
九
四
三
年
二
月
か
ら
六
月
ま
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
合
わ
せ
て
二
八
六
人
の
異
動
が
あ
っ
た
。
担
当
部
門
の
「
研
究
」
の
た
め
に
も
、
新
聞
社
側
の
都
合
で
頻
繁
に
持
ち
場
が
変
わ
る
の
は
良
く
な
い
と
さ
れ
、「
記
者
の
異
動
に
何
等
か
の
障
壁
を
設
け
て
こ
れ
を
抑
制
す
る
」
案
も
あ
っ
た
（
９０
）。
当
局
側
と
す
れ
ば
、
担
当
記
者
が
長
期
間
在
籍
し
、
役
所
の
考
え
方
を
「
理
解
」
し
な
が
ら
、
記
事
を
書
い
て
も
ら
う
方
が
都
合
が
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
新
聞
社
に
は
独
自
の
都
合
が
あ
り
、
当
局
に
協
力
の
建
前
が
あ
る
も
の
の
、
必
要
が
あ
れ
ば
記
者
を
異
動
さ
せ
た
。
政
府
は
「
新
聞
の
自
由
」
を
そ
こ
ま
で
束
縛
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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お
わ
り
に
記
者
倶
楽
部
の
整
理
の
試
み
は
一
九
三
九
年
、
東
京
大
手
八
社
が
内
閣
情
報
部
の
意
向
を
受
け
た
形
で
始
ま
っ
た
が
、
整
理
の
主
体
が
、
政
府
側
に
も
、
新
聞
側
に
も
な
い
限
界
が
あ
っ
た
。
新
聞
統
制
の
法
的
な
枠
組
み
を
作
り
た
い
政
府
は
四
〇
年
、
情
報
局
の
設
置
を
決
め
、
記
者
倶
楽
部
の
再
編
へ
と
再
び
動
き
出
す
の
だ
が
、
政
府
側
で
は
、
情
報
局
と
他
の
省
庁
と
の
権
限
の
争
い
が
あ
り
、
新
聞
側
に
も
、
東
京
の
大
手
紙
、『
同
盟
』、
地
方
有
力
紙
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
対
立
す
る
利
害
を
持
ち
、
さ
ら
に
、
自
由
競
争
の
弊
害
を
正
す
と
い
う
理
念
か
ら
、
現
場
記
者
が
い
き
な
り
職
場
を
失
う
よ
う
な
結
論
を
急
ぐ
方
策
は
取
れ
な
か
っ
た
。
翌
四
一
年
、
日
本
初
の
本
格
的
な
新
聞
業
界
統
合
組
織
で
あ
る
新
聞
連
盟
が
発
足
し
、
主
導
権
を
握
っ
た
『
同
盟
』
は
、
有
力
地
方
紙
と
組
む
形
で
、
東
京
大
手
紙
と
対
抗
。
記
者
倶
楽
部
再
編
で
は
、
潜
在
的
脅
威
で
あ
る
中
小
通
信
社
の
排
除
に
成
功
し
、
一
方
で
、
大
手
の
地
方
紙
は
利
益
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
。
情
報
局
が
強
力
な
力
を
駆
使
し
て
一
方
的
に
統
制
し
た
と
い
う
定
説
と
は
異
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
が
拮
抗
、
妥
協
し
た
姿
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
記
者
倶
楽
部
で
の
情
報
統
制
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
不
徹
底
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
翌
四
二
年
の
再
編
が
用
意
さ
れ
る
。
こ
の
第
二
次
再
編
で
、『
同
盟
』
は
今
度
は
、
地
方
紙
の
力
を
削
ぐ
形
で
の
統
制
を
進
め
、
こ
れ
に
対
し
、
地
方
紙
の
不
満
は
残
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
は
、
グ
レ
ア
ム
・
ア
リ
ソ
ン
が
示
し
た
政
策
決
定
の
第
三
モ
デ
ル
に
相
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
個
別
で
不
平
等
な
力
を
有
し
、
別
々
の
目
的
を
有
す
る
「
プ
レ
ー
ヤ
ー
間
の
か
け
ひ
き
（bargaining
）」
の
派
生
結
果
（resultant
（
９１
））
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
無
論
、
ア
リ
ソ
ン
が
モ
デ
ル
の
適
用
対
象
と
し
た
の
は
、
政
府
内
の
政
策
決
定
過
程
で
あ
っ
て
、
政
府
と
政
府
外
の
ア
ク
タ
ー
が
混
在
し
て
政
策
が
決
ま
っ
た
記
者
倶
楽
部
再
編
と
は
前
提
が
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
モ
デ
ル
自
体
が
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
は
、
ア
リ
ソ
ン
の
モ
デ
ル
を
援
用
し
な
が
ら
、
従
来
、
情
報
局
に
よ
る
強
制
、
あ
る
い
は
、
軍
部
・
官
僚
と
新
聞
資
本
と
の
拮
抗
と
考
え
ら
れ
て
い
た
記
者
倶
楽
部
再
編
に
新
た
な
視
座
を
提
供
で
き
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
、
こ
の
モ
デ
ル
は
、
本
来
、
不
平
等
な
力
を
有
す
る
は
ず
の
各
ア
ク
タ
ー
間
の
力
を
平
板
に
考
え
る
傾
向
が
あ
る
。
記
者
倶
楽
部
再
編
過
程
で
も
、
戦
争
の
本
格
化
と
、
情
報
局
創
設
、
新
聞
連
盟
の
結
成
と
い
う
主
要
要
因
が
ま
ず
あ
り
、
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
タ
ー
が
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自
ら
の
利
益
を
求
め
て
動
い
た
は
ず
で
、
そ
の
あ
た
り
の
優
劣
関
係
を
完
全
に
解
明
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
本
論
は
ま
た
、
戦
時
統
制
下
で
あ
っ
て
も
、
新
聞
社
間
の
競
争
が
あ
り
、
記
者
の
独
自
取
材
が
あ
っ
た
こ
と
を
一
定
程
度
明
ら
か
に
し
た
。
戦
局
の
中
で
、
現
代
的
な
意
味
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
力
は
ほ
と
ん
ど
行
使
で
き
な
か
っ
た
が
、
新
聞
社
や
記
者
が
「
余
力
」
を
残
し
、
記
者
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
化
の
高
ま
り
と
相
ま
っ
て
、
そ
の
力
は
敗
戦
後
、
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
例
で
言
え
ば
、
戦
前
的
な
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
た
ま
ま
の
再
出
発
が
、
戦
後
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
制
約
と
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
筆
者
の
次
の
論
文
に
譲
り
た
い
と
思
う
。
注（１
）
佐
々
木
隆
『
日
本
の
近
代
１４
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
』（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）
三
九
九
頁
。
（
２
）
山
本
武
利
『
新
聞
記
者
の
誕
生
―
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
を
つ
く
っ
た
人
び
と
』（
新
曜
社
、
一
九
九
〇
年
）
三
一
九
頁
。
（
３
）
藤
井
継
男
「
記
者
ク
ラ
ブ
の
歴
史
―
そ
の
発
生
と
成
長
―
」
新
聞
取
材
研
究
会
編
『
新
聞
の
取
材
』（
下
）（
日
本
新
聞
協
会
、
一
九
六
八
年
）
二
八
七
頁
。
（
４
）
日
本
新
聞
協
会
『
取
材
と
報
道
２
０
０
２
』（
日
本
新
聞
協
会
、
二
〇
〇
二
年
）
二
七
頁
。
見
解
は
二
〇
〇
六
年
に
も
改
定
さ
れ
た
が
、
同
じ
記
述
が
あ
る
。
（
５
）
日
本
新
聞
協
会
『
日
本
新
聞
協
会
十
年
史
』（
日
本
新
聞
協
会
、
一
九
五
六
年
）
二
〇
頁
。
（
６
）
小
野
秀
雄
『
日
本
新
聞
史
』（
良
書
普
及
会
、
一
九
四
九
年
）
三
〇
四
〜
三
〇
六
頁
。
（
７
）
吉
田
則
昭
「
戦
時
期
メ
デ
ィ
ア
界
再
編
成
の
理
論
と
実
際
―
資
本
・
権
力
の
相
剋
す
る
場
と
し
て
の
新
聞
新
体
制
―
」『
社
会
学
研
究
科
年
報
』
第
九
号
（
二
〇
〇
二
年
）
二
一
〜
三
四
頁
。
（
８
）
有
山
輝
雄
「
総
力
戦
と
軍
部
メ
デ
ィ
ア
政
策
」『
近
代
日
本
文
化
論
１０
戦
争
と
軍
隊
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
一
一
七
頁
。
（
９
）
森
暢
平
「
昭
和
戦
前
期
の
記
者
倶
楽
部
―
新
聞
企
業
化
へ
の
抵
抗
と
限
界
―
」『
成
城
文
芸
』
第
一
九
七
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
〜
三
四
頁
。
（
１０
）
『
新
聞
之
新
聞
』
一
九
三
八
年
四
月
二
七
日
一
面
、
同
三
〇
日
一
面
、
五
月
一
〇
日
一
面
。
（
１１
）
小
西
福
松
『
統
制
下
の
非
常
時
米
界
』（
大
阪
毎
夕
新
聞
社
、
一
九
三
三
年
）。
（
１２
）
『
現
代
新
聞
批
判
』
一
九
三
七
年
三
月
一
五
日
七
面
。
（
１３
）
『
新
聞
之
新
聞
』
一
九
四
〇
年
二
月
一
六
日
一
面
、
同
二
八
日
二
面
、
四
月
一
日
二
面
、
同
六
日
一
面
、
同
一
二
日
一
面
。
（
１４
）
同
右
一
九
三
八
年
一
月
一
八
日
一
面
。
（
１５
）
同
右
一
九
三
九
年
五
月
一
七
日
一
面
。
ほ
か
に
も
、
浦
和
記
者
倶
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楽
部
で
、『
国
民
』
浦
和
支
局
長
が
取
材
に
協
力
し
な
か
っ
た
県
庁
職
員
に
乱
暴
を
働
き
、
公
務
執
行
妨
害
な
ど
で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
（
一
九
四
〇
年
三
月
、
処
分
は
不
起
訴
）、
神
奈
川
県
庁
記
者
倶
楽
部
で
『
報
知
』
記
者
が
、
木
炭
の
闇
取
引
に
関
わ
り
警
察
の
内
偵
を
受
け
た
事
件
（
同
年
四
月
）
が
あ
っ
た
。
（
１６
）
『
現
代
新
聞
批
判
』
一
九
三
八
年
五
月
一
日
二
面
。
（
１７
）
「
新
聞
記
者
の
素
質
低
下
」『
新
聞
と
社
会
』
一
九
四
〇
年
五
月
号
、
二
六
頁
。
（
１８
）
山
本
前
掲
書
、
二
六
九
〜
二
九
七
頁
。
（
１９
）
「
記
者
倶
楽
部
よ
、
何
処
へ
往
く
？
」『
新
聞
と
社
会
』
一
九
四
〇
年
九
月
号
、
二
一
頁
。
（
２０
）
「
不
気
味
な

」『
新
聞
と
社
会
』
一
九
三
八
年
一
〇
月
号
、
三
六
頁
。
（
２１
）
難
波
功
士
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
デ
ィ
ス
ト
た
ち
の
読
書
空
間
」
吉
見
俊
哉
編
『
一
九
三
〇
年
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
身
体
』（
青
弓
社
、
二
〇
〇
二
年
）
九
四
〜
一
二
六
頁
。
（
２２
）
『
新
聞
之
新
聞
』
一
九
三
九
年
八
月
一
四
日
一
面
。
（
２３
）
同
右
一
九
三
九
年
八
月
二
二
日
一
面
。
（
２４
）
同
右
一
九
三
七
年
一
〇
月
一
一
日
一
面
。
（
２５
）
事
実
関
係
は
、
以
下
の
記
事
を
利
用
し
た
。「
記
者
倶
楽
部
粛
正
問
題
」『
新
聞
と
社
会
』
一
九
三
九
年
三
月
号
、
六
〜
一
六
頁
。『
新
聞
之
新
聞
』
一
九
三
九
年
二
月
九
日
一
面
、
同
一
三
日
一
面
、
同
一
〇
日
一
面
。
（
２６
）
東
京
の
各
記
者
倶
楽
部
が
母
体
と
な
っ
た
現
場
記
者
の
統
合
団
体
「
新
聞
通
信
記
者
団
総
連
盟
」
に
つ
い
て
は
、
森
前
掲
論
文
参
照
。
（
２７
）
霞
倶
楽
部
事
件
に
つ
い
て
は
、
有
山
輝
雄
『
近
代
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
構
造
―
大
阪
朝
日
新
聞
白
虹
事
件
前
後
』（
東
京
出
版
、
一
九
九
五
年
）
一
二
一
〜
一
二
六
頁
参
照
。
（
２８
）
『
新
聞
之
新
聞
』
一
九
三
九
年
四
月
一
九
日
一
面
。
（
２９
）
同
右
一
九
三
九
年
五
月
六
日
一
面
。
（
３０
）
同
右
一
九
三
九
年
五
月
五
日
二
面
。
（
３１
）
同
右
一
九
三
九
年
五
月
二
九
日
一
面
。
（
３２
）
「
陸
軍
省
記
者
倶
楽
部
は
自
粛
さ
れ
た
か
？
」『
新
聞
と
社
会
』
一
九
三
九
年
六
月
号
、
一
七
〜
二
〇
頁
。
（
３３
）
「
都
下
新
聞
界
の
『
八
社
運
動
』
の
正
体
」『
新
聞
と
社
会
』
一
九
三
九
年
八
月
号
、
二
四
〜
二
五
頁
。『
日
本
新
聞
年
鑑
』
昭
和
一
五
年
版
第
三
篇
、
一
〇
一
頁
。
（
３４
）
『
戦
前
の
情
報
機
構
要
覧
』（
出
版
社
不
明
、
一
九
六
四
年
）
四
九
頁
。
八
社
政
治
部
長
会
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
同
書
四
二
頁
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
七
年
八
月
の
段
階
で
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
初
代
内
閣
情
報
部
長
、
横
溝
光
暉
の
回
想
に
よ
れ
ば
、『
東
朝
』
の
細
川
隆
元
、『
同
盟
』
の
福
田
一
ら
錚
々
た
る
政
治
部
長
が
集
ま
る
会
議
は
、「
政
府
側
と
新
聞
社
側
と
の
接
触
で
十
分
に
理
解
を
深
め
る
」
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。『
別
冊
新
聞
研
究
―
聴
き
と
り
で
つ
づ
る
新
聞
史
』
第
八
号
（
一
九
七
九
年
）
一
〇
六
頁
。
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（
３５
）
『
新
聞
之
新
聞
』
一
九
四
〇
年
八
月
一
三
日
一
面
。
（
３６
）
「
新
聞
統
制
具
体
案
（
尾
之
上
私
案
）」
有
山
輝
雄
・
西
山
武
典
編
『
情
報
局
関
係
資
料
』
第
二
巻
（
柏
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
六
頁
。
準
中
央
紙
は
、
文
章
の
前
半
に
あ
る
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』『
河
北
新
報
』『
名
古
屋
』『
新
愛
知
』『
福
岡
日
日
』
の
五
紙
の
こ
と
で
あ
る
。
（
３７
）
『
新
聞
之
新
聞
』
一
九
四
〇
年
一
一
月
一
四
日
一
面
。
（
３８
）
同
右
一
九
四
〇
年
一
二
月
一
一
日
一
面
。
（
３９
）
同
右
一
九
四
〇
年
九
月
二
〇
日
一
面
。
（
４０
）
同
右
一
九
四
〇
年
一
一
月
一
四
日
一
面
。
（
４１
）
同
右
一
九
四
〇
年
一
〇
月
四
日
一
面
。
（
４２
）
同
右
一
九
四
一
年
二
月
二
五
日
一
面
。
（
４３
）
季
武
嘉
也
「
一
ブ
ロ
ッ
ク
紙
の
昭
和
戦
前
史
」『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
１２
―
近
代
日
本
と
情
報
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
二
一
一
〜
二
三
三
頁
。
（
４４
）
宮
本
吉
夫
「
戦
時
下
の
新
聞
再
編
成
（
二
）」『
新
聞
研
究
』
一
九
七
五
年
九
月
号
、
七
二
頁
。
（
４５
）
御
手
洗
辰
雄
『
新
聞
太
平
記
』（

書
房
、
一
九
五
二
年
）
一
七
九
頁
。
（
４６
）
『
文
化
情
報
』
一
九
四
一
年
五
月
二
九
日
三
面
。
（
４７
）
同
右
一
九
四
一
年
九
月
一
日
一
面
。
（
４８
）
『
別
冊
新
聞
研
究
―
聴
き
と
り
で
つ
づ
る
新
聞
史
』
第
一
二
号
（
一
九
八
一
年
）
七
七
頁
。
（
４９
）
「
新
聞
新
体
制
に
対
す
る
意
見
書
」
有
山
・
西
山
編
前
掲
書
第
六
巻
、
三
九
八
頁
。
（
５０
）
「
新
聞
ノ
戦
時
体
制
化
ニ
関
ス
ル
件
」
有
山
・
西
山
編
前
掲
書
第
六
巻
、
四
〇
二
頁
。
（
５１
）
中
央
省
庁
で
あ
っ
て
も
、
宮
内
省
や
、
す
で
に
倶
楽
部
新
体
制
を
織
り
込
ん
で
設
置
さ
れ
て
い
た
情
報
局
、
企
画
院
は
、
整
理
の
対
象
外
と
さ
れ
た
。
帝
国
議
会
、
経
済
団
体
、
地
方
公
共
団
体
の
倶
楽
部
も
対
象
外
で
あ
る
。
（
５２
）
「
新
聞
記
者
倶
楽
部
ニ
関
ス
ル
件
」（
外
務
省
外
交
資
料
館
蔵
、
昭
和
戦
前
Ａ
門
３
類
５
項
０
目
１３
号
）
一
九
四
一
年
一
二
月
九
日
。
（
５３
）
「
○
○
記
者
会
規
約
（
案
）」
有
山
・
西
山
編
前
掲
書
第
二
巻
、
一
四
五
頁
。
（
５４
）
「『
日
本
紡
織
新
聞
』
事
業
概
要
」
有
山
・
西
山
編
前
掲
書
第
七
巻
、
二
二
三
〜
二
二
五
頁
。
（
５５
）
『
新
聞
通
信
』
一
九
四
一
年
一
二
月
一
三
日
一
面
。
（
５６
）
「
通
信
整
理
結
果
通
知
」
有
山
・
西
山
編
前
掲
書
第
七
巻
、
七
〇
〜
七
三
頁
。
（
５７
）
『
文
化
情
報
』
一
九
四
一
年
一
二
月
一
三
日
三
面
。
（
５８
）
同
右
一
九
四
一
年
一
二
月
一
七
日
一
面
。
（
５９
）
同
右
一
九
四
一
年
一
二
月
一
三
日
三
面
。
（
６０
）
『
新
聞
通
信
』
一
九
四
一
年
一
二
月
二
四
日
一
面
。
（
６１
）
「
情
報
局
記
者
会
会
則
」
荻
野
富
士
夫
編
・
解
題
『
情
報
局
関
係
極
秘
資
料
』
第
一
巻
（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
一
一
六
頁
。
（
６２
）
『
文
化
情
報
』
一
九
四
一
年
四
月
一
四
日
一
面
。
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（
６３
）
「
局
報
」（
第
一
一
五
号
、
一
九
四
一
年
四
月
一
七
日
）
荻
野
編
・
解
題
前
掲
書
第
一
巻
、
一
一
六
頁
。
（
６４
）
こ
の
ほ
か
、「
企
画
院
研
究
会
」
で
は
、「
機
密
事
項
も
記
者
団
に
も
公
開
す
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
国
防
保
安
令
制
定
の
た
め
「
現
実
の
所
実
現
不
可
能
の
形
」
と
な
っ
た
（『
新
聞
通
信
』
一
九
四
一
年
四
月
一
五
日
二
面
）。
（
６５
）
『
文
化
情
報
』
一
九
四
一
年
四
月
一
八
日
一
面
。
（
６６
）
例
え
ば
、『
文
化
情
報
』
一
九
四
一
年
一
二
月
二
二
日
一
面
、「
記
者
倶
整
理
不
徹
底
に
―
新
聞
会
が
再
整
理
」
の
記
事
。
（
６７
）
「
輿
論
指
導
ノ
強
化
ニ
関
ス
ル
件
」
有
山
・
西
山
編
前
掲
書
第
二
巻
、
一
八
五
頁
。
（
６８
）
『
日
本
新
聞
会
々
報
』
一
九
四
二
年
七
月
二
二
日
三
面
。
（
６９
）
「
報
道
、
啓
発
及
宣
伝
（
対
敵
ヲ
含
ム
）
機
能
ノ
刷
新
ニ
関
ス
ル
件
」
有
山
・
西
山
編
前
掲
書
第
二
巻
、
一
九
六
〜
一
九
七
頁
。
（
７０
）
宮
本
吉
夫
「
戦
時
下
の
新
聞
再
編
成
（
五
）」『
新
聞
研
究
』
一
九
七
五
年
一
二
月
号
、
六
一
頁
。
（
７１
）
『
新
聞
通
信
』
一
九
四
二
年
一
一
月
一
二
日
四
面
。
（
７２
）
「
報
道
機
能
刷
新
ニ
関
ス
ル
具
体
策
」
有
山
・
西
山
編
前
掲
書
第
二
巻
、
二
〇
〇
頁
。
（
７３
）
『
文
化
情
報
』
一
九
四
二
年
七
月
三
一
日
一
面
。
（
７４
）
「
官
庁
記
者
会
再
編
成
要
領
」
有
山
・
西
山
編
前
掲
書
第
二
巻
、
一
九
二
〜
一
九
三
頁
。
（
７５
）
『
文
化
情
報
』
一
九
四
二
年
一
一
月
一
八
日
一
面
。
（
７６
）
『
新
聞
通
信
』
一
九
四
二
年
一
一
月
一
七
日
一
面
。
（
７７
）
『
日
本
新
聞
報
』
一
九
四
三
年
一
〇
月
三
〇
日
三
面
。
（
７８
）
『
日
本
新
聞
会
々
報
』
一
九
四
三
年
二
月
二
四
日
一
面
、
三
月
一
〇
日
二
面
。
（
７９
）
『
日
本
新
聞
報
』
一
九
四
三
年
八
月
二
四
日
二
面
。
（
８０
）
小
野
前
掲
書
、
三
三
八
頁
、
お
よ
び
三
四
三
〜
三
四
四
頁
。「
東
北
振
興
記
者
会
」
を
廃
止
す
る
ほ
か
、
私
経
団
体
記
者
倶
楽
部
は
、
廃
止
と
合
併
で
従
来
の
九
を
五
ま
で
減
ら
し
た
。
（
８１
）
『
日
本
新
聞
報
』
一
九
四
四
年
四
月
一
一
日
一
面
、
二
二
日
一
面
、
同
二
五
日
一
面
。
（
８２
）
『
文
化
情
報
』
一
九
四
三
年
一
月
三
〇
日
一
面
。
（
８３
）
藤
井
前
掲
論
文
、
二
八
九
頁
。
（
８４
）
『
日
本
新
聞
報
』
一
九
四
五
年
六
月
一
六
日
一
面
。
（
８５
）
『
文
化
情
報
』
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
三
日
一
面
。
（
８６
）
同
右
一
九
四
三
年
三
月
一
〇
日
一
面
。
（
８７
）
日
本
新
聞
会
事
務
局
『
日
本
新
聞
会
便
覧
』（
日
本
新
聞
会
、
一
九
四
四
年
）
六
〜
七
頁
。
（
８８
）
『
文
化
情
報
』
一
九
四
二
年
九
月
五
日
三
面
、
同
一
七
日
一
面
。
（
８９
）
『
日
本
新
聞
会
々
報
』
一
九
四
二
年
六
月
一
〇
日
一
面
、
四
面
。
（
９０
）
『
日
本
新
聞
報
』
一
九
四
三
年
六
月
二
九
日
一
面
（
９１
）
G
raham
A
llison
philip
Z
elikow
and,
E
ssence
of
D
ecision
:
E
xplaining
the
C
uban
C
risis
(Second
edition)
A
ddison
W
esley
L
ongm
an,
1999,
pp.294
―295.
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